
嚢報

2005 年 (平成17 年) 1 月 "'-' 2005 年 (平成17 年) 12 月

研究状況

I 班 研 究

人文学研究部

日仏文化交渉の研究班長宇佐美膏

2002 年4 月 か ら4 年間の予定で実施 さ れて い る

共同研究である。日本人にとってのフランス文化，

フランス人にとっての日本文化，このふたつを問う

ことから始めて，具体的なヒトとモノの交流を重視

しながら考察をすすめているOそのうえで日仏両文

化の相互的な交渉がもたらした豊かな創造性とその

問題点とを浮き彫りにするのが主なねらいである O

時代区分としては，フランスでいえば第二帝政と第

三共和制の時代，日本でいえば幕末維新期から昭和

10 年代あ た り ま で を想定 し て い る 。 フ ラ ン ス の文

学や諸芸術を対象とする研究者のみならず，日欧比

較美術史，日本文化史，比較文明史などを専門とす

る研究者にも加わっていただいている。また正規の

班員としてではないが，必要に応じて海外からも複

数の研究者の協力を得ている o 2005 年4 月 か ら は，

成果報告書の執筆と編集作業を重ねており，近く京

都大学学術出版会から「日仏近代の交感文学・美

術・音楽-Jと題して刊行の予定である O

班員大浦康介岡田暁生高木博志高階絵里

加森本淳生横山俊夫(以上所内)吉田城(文

学研究科)松島征(総合人間学部)柏木隆雄北

村卓内藤高(以上大阪大)小山俊輔三野博司

(以上奈良女大)柏木加代子(京都市芸大)小西

嘉幸(大阪市大)丹治恒次郎(関学大名誉教授)

ピエール・ドゥヴォー(甲南女大)アンヌ・ゴノ

ン(同志社大)ジャック・ジョリー(英知大)近

藤秀樹(大阪教育大・非常勤講師)阪村圭英子

(京都市芸大・非常勤講師)鵜飼敦子(京都大人間

環境学研究科博士後期課程)袴田麻祐子(大阪大

文学研究科博士後期過程)佐野仁美(神戸大総合

人間科学研究科博士後期過程) [海外協力者] :イ

ヴ=マリ・アリュー(卜ウールーズ・ルミラィユ大

学)セシル・サカイ(パリ第 7大学)

1 月24 日 高島北海と フ ラ ン ス 鵜飼 敦子

ドイツ音楽からの脱出?一戦前日本に

おけるフランス音楽受容の幾つかの

モードー岡田暁生

2 月14日 婿蛤集にお け る和歌の仏訳をめ ぐ っ て

吉川順子

フランス人エマニュエル・トロンコワ

と明治末期の洋画

クリストフ・マルケ(ゲスト)

2 月28 日 日本におけ る フ ラ ン ス 印象派音楽の受

容について佐野仁美

憧れはフランス，花のパリ

袴田麻祐子

3 月14 日 『告白』 の翻訳 と 日 本近代の 自伝文学

一藤村の場合小西嘉幸

4 月18 日 原稿検討会 全員

5 月9 日 原稿検討会 全員

6 月23 日 原稿検討会 全員

6 月6 日 原稿検討会 全員

6 月20 日 原稿検討会 全員
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人文学報

国家形成の比較研究班長前川和也

班員岡村秀典小南一郎田辺明生藤井律之

藤井正人ラプチェフ・セルゲイ(以上，所内)

石村智(京大理)伊藤淳史下垣仁志吉井秀夫

(以上，京大文)宇野隆夫(国際日本文化研究セン

ター)角谷英則(津山工業高等専門学校)河野一

隆(九州国立博物館)桑原久男(天理大文)関雄

二(国立民族学博物館)佐藤吉文中谷正和(以

フェティシズム研究の射程班長田中雅一

本共同研究班は，通算第 56回をもって終了する

ことになった。この研究会の成果は近日中に複数巻

出版予定である。フェティシズム研究はまだ十分に

議論を尽くしたとは言えないが，モノと人間との関

係を様々な角度から論じる場を提供することができ

たと思う。

班員大浦康介菊地暁小牧幸代高木博志

竹沢泰子田中祐理子田辺明生(以上所内)足

立明 (AA研究科)速水洋子(東南アジアセン

ター)松田素二(文学研究科)宇城輝人(福井県

立大)岡田浩樹細谷広美(以上神戸大学)春日

直樹(大阪大学)窪田幸子(広島大学)斎藤光

(京都精華大学)佐伯順子(同志社大学)佐藤知

久(京都文教大)田村公江(龍谷大学)中谷文美

(岡山大学)箭内匡(天理大学)岩谷彩子(学振

特別研究員)金谷美和(日文研研修員)川村清志

(大阪外大非常勤)中谷純江(民博研修員)藤本

純子(大阪大学大学院文学研究科)小池郁子宮

西香穂里李霊文(以上京都大学大学院人間・環境

学研究科)

3 月2 日 歴史を具体化す る と い う こ と につ いて

三枝憲太郎

(国立民族学博物館・外来研究員)

山と神を盗られたクラヴァ

内山田康(筑波大学大学院・教授)

7 月11 日 原稿検討会

9 月12 日 原稿検討会

10月17 日 編集打ち合わせ

11 月14 日 編集打ち合わせ

12月12 日 編集打ち合わせ

ノ\=

2員

全員

宇佐美・大浦

宇佐美・高階

宇佐美・岡田

上総合研究大学院大)西江清高(南山大文)寺

前直人堂山栄次郎福永伸哉(以上，大阪大文)

橋本英将(元興寺文化財研究所)深沢芳樹(奈良

文化財研究所)松木武彦(岡山大文)菱田哲郎

渡辺信一郎(以上，京都府立大文)森下章司(大

手前大文)。

個別報告，討論はすでに終了しており，研究報告

書出版のための諸作業が行われた。なお報告書『国

家形成の比較研究J (前川和也・岡村秀典編)は，

計 18の論考を得て 2005年 5月に学生社より刊行さ

れた。

身体の近代班長菊地暁

「身体」を手がかりに異分野間コミュニケーショ

ンを少しでも風通しの良いものにすること，そして，

そのことを通じて制度疲労の蓄積が指摘されて久し

い「共同研究」なる営為のあり方を再想像すること，

それが本研究のねらいである O

本年度は，昨年度の成果に基づき『身体論のすす

めJ [丸善]を刊行した。また，昨年度と同様，全

学共通教育課目のリレー講義を開催，班員およびゲ

ストスピーカーの協力を得て身体をめぐる概念や方

法の対象化をさらに多角的に試みた。

班員李昇煙王寺賢太大浦康介岡田暁生

加藤和人久保昭博倉島哲小牧幸代坂本優一

郎佐野誠子高井たかね高木博志高階絵里

加竹沢泰子田中祐理子谷川穣藤原辰史守

岡知彦森本淳生

4 月7 日 大阪歴史博物館 「阪神 タ イ ガー ス 展」

見学

4 月14 日 技能と身体一僕は， 昔， 皿洗いだ っ た一

菊地

4 月 2 1 日 均質化を強要さ れ る身体 僕は， 昔，

天才ピアノ少年だった?-岡田

4 月28 日 怠け る身体一僕は， 昔， 体育会系だ っ

た藤原

5 月 12 日 ナ シ ョ ナ リ ズム と 身体

中島岳志(ゲスト)

5 月19 日 怠惰な身体 ・ 弱い身体一僕は， 今 日 も

怠惰だったー近藤秀樹(ゲスト)

5 月26 日 生命科学の身体観 (生命観) 加藤
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占亘主

主長 報

共北 226教室だんす花沙(ゲス卜)

社会の決定論を抜け出す技法一武術を

素材として一倉島

変身の物語り佐野

中国の坐具と坐法一床坐と椅子坐

高井

舌で読む聖書ーハンセン病回復者/キ

リスト者・金地慶四郎講演会

ビデオレター金地慶四郎

(ハンセン病回復者/キリスト者)

人間回復の架け橋一ハンセン病の歴史

に学ぶ牧野正直(邑久光明園長)

ドキュメンタリー「どっこい生きてる

6 月2 日

6 月9 日

6 月16 日

6 月23 日

6 月24 日

で」 西村聡

の記憶から身体を考える，その歴史記

述に向けて一谷川

12月15 日 「対面的」 をめ ぐ っ て 大浦

12月22 日 マ ン ガ読者の身体 表智之 (ゲス ト )

「身体」を手がかりに異分野間コミュニケーショ

ンを少しでも風通しの良いものにすること，そして，

そのことを通じて制度疲労の蓄積が指摘されて久し

い「共同研究Jなる営為のあり方を再想像すること，

それが本研究のねらいである。

本年度は，昨年度の成果に基づき「身体論のすす

め~ [丸善]を刊行した。また，昨年度と同様，全

学共通教育課目のリレー講義を開催，班員およびゲ

ストスピーカーの協力を得て身体をめぐる概念や方

法の対象化をさらに多角的に試みた。

(テレビ大阪プロデューサー)

講J寅

近藤宏一(仮名:ハンセン病回復

者/キリスト者)

6 月30 日 頭で っ かち と 身体で っ か ち (或い は，

これがホン卜の電波系)

片山本土秀(ゲスト)

合評会:菊地暁編『身体論のすすめ」

阪田真己子(ゲスト)・片山

10月6 日 寄せて上げ る 官険ーあ る い は身体の ポ

リティクス菊地

10月13 日 美術 と身体一日本で裸体を描 く 一高階

10月20 日 人は し 、かに し て く客〉 に な る のか-浪

花節史にみる演者客の関係性

真鍋昌賢(ゲスト)

10月 27 日 吉本新喜劇にみ る 合意的身体のすすめ

面白~\から笑うのではない，笑うべ

きところだから笑うのである一

阪田真己子(ゲスト)

11 月10 日 身体の夢， 夢の身体 ド ニ ・ デ ィ ド ロ

『ダランベールの夢」をめぐって一

王寺

11 月17 日 戦時下 「皇民化」 政策 と朝鮮人の身体

李

12月 l 日 身体な き ロ ボ ッ 卜

塩瀬隆之(ゲス卜)

12月8 日 透明 ラ ン ナ ー ， 現る ? 一子ど も の こ ろ

領事館警察の研究班長水野直樹

近代日本が朝鮮・中国との問に結んだ条約に規定

された治外法権は，朝鮮と中国(東北地方=満州、陪

含む)に日本の領事館警察なるものを生み出した。

朝鮮では 1905年の保護条約まで，中国東北地方で

は満榊|国における日本の治外法権が撤廃されるまで，

中国では庄兆銘政権期に治外法権が撤廃されるまで，

各地の日本領事館に外務省から警察官が派遣され，

様々な活動を行なった。在留日本人(後には台湾籍

民・朝鮮人を含む)の保護・取り締まり，情報活動，

相手国・欧米外交機関との折衝などである。

本研究は，近代日本と東アジアとの関係を考える

上で重要な領事館警察の機構や活動，領事館警察が

把握・認識した中国・台湾・朝鮮の民族運動，共産

主義運動，労働運動などの動向等々を，日本史・朝

鮮史・台湾史・中国史の研究者による共同研究を通

じて解明しようとするものであるOまた，中国・朝

鮮側史料，欧米(特に英仏)諸国の史料などを利用

して，中国・朝鮮政府の対応，中国人・朝鮮人の認

識，欧米諸国の対応などについても検討を加えたい

と考えている。

班員高木博志石川禎浩村上衛李昇煙(以

上所内)李俊植(外国人研究員，延世大)永井和

(文学研究科)浅野豊美(中京大)梶居住弘(立

命館大・非常勤)桂川光正(大阪産業大)近藤正

己(近畿大)副島昭一(和歌山大)宗田昌人(文
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学研究科・院)田中隆一(学術振興会特別研究員)

贋岡浄進(大阪大・院)藤永壮(大阪産業大)松

田利彦(日文研)李ジョンミン(中央大・非常勤)

(海外協力者)エリック・エッセルストロム(カリ

フォルニア大学サンタ・パーバラ校博士候補)辛

珠柏(ソウル大)鄭根埴(ソウル大)

1 月19 日 ワ シ ン ト ン条約体制下の青島にお け る

領事館警察について- 1922年修介|湾

租借地返還交渉を中心に一

長沢一恵

2 月16 日 上海領事館警察と工部局警察

副島昭一

度門領事館警察分所設置問題について

村上衛

3 月2 日 戦時上海と上海領事館警察につ いて

孫安石(ゲスト)

外務省警察による在留邦人取り締り

桂川光正

3 月16 日 初期領事官警察にお け る風俗警察 日

露戦争期までの朝鮮を中心に

藤永壮

共同研究のまとめについて

文明と言語班長横山俊夫

人聞社会が安定し，しかもそれが文をなし明らか

なる状態に赴くとき，言語が変容しつつはたす役割

は大きし」その諸相を，さまざまな事例研究を通し

て明らかにするとともに，現代の知の専門細分化に

よる言語の流通力の衰えが社会にもたらしている閉

塞状況に対して，その解決のための道を，班員の協

同により模索，提言することをめざしている。

第 4年度は，班員各自の専門分野からの報告を

行ったほか，夏以降はこれまで輪読をつづ、けてきた

「難波鉦」の現代の共通語および上方語への翻訳作

業を集中的に行った。成果は，共同研究拾遺物とし

て平成 17年度末に「難波鉦-梅之部抄」と題し公

刊する a 17 世紀大坂の ， 或 る 種の閉鎖空間 に お い

て言語が紡ぎ出していた人間関係の綾が照らし出さ

れるだろう。なお，班員の一部は，当研究班の成果

を「京都文化会議 2005Jや「はんなり京都嶋重塾」

といった公開の催しに参画するかたちで活かした。

班員宇佐美膏岡田暁生加藤和人金文京

倉島哲粛藤智寛武田時昌田中祐理子 Susan

B.Hanley Ka2a Yamamura (以上所内)山極

喜一(理学研究科) (以上学内)荒牧典俊(大谷大

学)遠藤彰(立命館大学)古勝隆一(千葉大学)

後藤静夫(京都市立芸術大学)小林博行(中部大

学)斎藤清明(総合地球環境学研究所)贋瀬千紗

子(同志社女子大学)深津一幸(大阪大学)細田

明宏(別府大学)森本淳生(一橋大学)山岸敦

(J T 生 命 誌 研 究 館) 遊 磨 正 秀 (龍 谷 大 学)

SergeyLapteff(国際日本文化研究センター) <所

属は 2005 年 1 2 月 時点〉

1 月15 日 西鶴の言語力 贋瀬

『難波鉦」初冠その三倉島

1 月22 日 北京の今関天彰氏 深津

「難波鉦」初冠その四倉島

2 月5 日 「語 り え ぬ も の」 を語 る シ ス テ ム 論の

功罪(ゲス卜)塩瀬隆之

「難波鉦』飛鳥川贋瀬

2 月 1 9 日 民家をつ く る環境 と文化

SusanB.Hanley

『難波鉦』初冠その五倉島

2 月26 日 か ら く り 人形 「峰工房」 見学

(ゲスト)峰崎十五

3 月5 日 感染を語る こ と ば 田中

「難波鉦』雪中鷺贋瀬

5 月7 日 人体と言語 (ゲス 卜 ) 塩田浩平

5 月 2 1 日 人形浄瑠璃の大道具 後藤

「難波鉦』儒医岡田

6 月 11 日 東ア ジ ア の異類論争文学と そ の背景

金

「難波鉦』数回金武田

6 月18 日 所有 と分配の起源 山極

「難波鉦』出家森本

7 月28 日 「第2 回 鉦叩会J -r 難波鉦」 現代

語訳稿作成

後藤，贋瀬，倉島，横山他

9 月11 日 「第3 回 鉦叩会J -r 難波鉦』 現代

語訳稿作成一森本，金，深津他

9 月24 日 「難波鉦J r熊谷笠」 定稿 田中

「難波鉦 J r道芝」 定稿 倉島
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身君主

10月15 日 「難波鉦j I道芝」 定稿 倉島

『難波鉦j I乱碁 ・ 飛鳥川 ・ 雪中鷺」 定

稿贋瀬

11月5 日 『難波鉦j I藤袴」 定稿 遠藤

「難波鉦j I身代」 定稿 金 (代読)

11月19 日 『難波鉦j I十五夜J 定稿 後藤

「難波鉦j I身代」 定稿 (続)

金(代読)

12月17 日 『難波鉦j I手鏡」 定稿 荒牧

「難波鉦一梅之部抄』製本打合せ全員

12月24 日 『難波鉦j I臨月 」 定稿 加藤

『難波鉦梅之部抄」製本打合せ(続)

全員

人種の表象と表現をめぐる学際的研究

班長竹沢泰子

2003 年4 月 か ら 始ま っ た本研究会は， そ の2 年

前から進めてきた科学研究費基盤 B (2) I人種の概

念と実在性をめぐる学際的基礎研究 J (代表竹沢

泰子)によるとくに人種の概念をめぐる共同研究を

土台としている Oしかし人種が社会的構築物である

ことが露呈されても，なぜ人種が，社会諸制度から

医療，教育，晴好・美意識にいたるまで，リアリ

ティをもつかは，概念とあわせて考えなければなら

ない問題である Oそこで本研究会では，表象と表現

をキーワードに，文化人類学，歴史学，文学，美学，

自然人類学，生命科学などの多領域にまたがる班員

から構成し，学際的な研究を進めている。表象のみ

ならず表現を含めるのは，主体としての当事者の能

動的側面を看過しないためである。なお 2005年は

班長が 3月末から長期海外研修となったため. 5 月

の一時帰国時に開催したものも含めて. 7 回のみの

開催となった。

班員石川禎浩大浦康介加藤和人小関隆

小牧幸代高木博志高階絵里加田中雅一田辺

明生藤原辰史(以 k所内)蘭信三(留学生セン

ター)片山一道(理学研究科)松田素二(文学研

究科)石橋純(東京大学)井野瀬久美恵(甲南大

学)川島浩平(武蔵大学)北原恵(甲南大学)

貴堂嘉之(一橋大学)栗本英世(大阪大学)黒川

みどり(静岡大学)斎藤成也(国立遺伝研究所)
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幸日

坂野徹(日本大学)坂本ひろ子(一橋大学)崎山

政毅(立命館大学)スチュアー卜・へンリ(昭和

女子大学)冨山一郎(大阪大学)渡辺公三(立命

館大学)

1 月7 日 ベ ネ ズ、 エ ラ ， チ ャ ベス政権下の民族運

動と人種主義石橋

1 月8 日 ブ ロ カ か ら デュ ルケ ー ムへ竹沢尚一郎

(ゲスト，民博)

コメンテーター渡辺

黒人アスリート表象と対抗戦略の可能

性 J・ホノイーマンの歴史学的アプ

ローチを事例に一川島

3 月4 日 サ ラ ・ フ ォ ー ブ ス ・ ボ ネ ッ タ は {可を

〈語った〉のか?一大英帝国のなかの

人種再考一井野瀬

雑誌記事から見る外人男性とのつきあ

い方国際結婚との関係を探る田中

3 月5 日 ヒ ト ゲノ ム ・ 遺伝子研究に と っ ての人

種・民族問題最近の話題から加藤

3 月25 日 (国際交流基金と共催)

1) PredicamentofPlace:WhyDisｭ

tinctionsbetweenAsianandAsian

AmericansMatter

YoungSoonMin

(カリフォルニア大学 Irvine校)

2) Certain Lattitudes: Diasporic

PerspectivesIsYellowWhiteor

Black:LocatingAsianAmericans

PaulY.Watanabe

(マサチューセッツ大学ボストン校)

5 月27 日 加治屋健司 「大浦信行の 《遠近を抱え

て〉はし 1かにして 90年代的言説を準

備したか」の紹介と研究動向北原

多民族国家「満洲国」をめぐる民族言

説と国民国家言説一日本人による人種

表象を中心として一蘭

5 月28 日 辞 (事) 典類にみ る く人種〉 の定義変

遷と若干の考察スチュアート

山田詠美について思うことなど大浦
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1960 年代の研究 班長 富永茂樹

1960 年代は， われわれの生活 と意識がそ れ ま で

のものから大きく変化した時代であった。しかもそ

の変化は世界的な規模で生じたこと，また生活のさ

まざまな領域において認められること，さらに日本

についていうなら，明治維新や第二次世界大戦後の

変化を上回るものであるかもしれないことさえ予想

される，そのような変化である。自身がそのいくぶ

んかを生きた時代，また現在からほど遠くない時代

について何ごとかを語り，結論を抽き出すのはけっ

して容易なことではなし1。だが 1 960年代をつうじ

ての世界の変貌が，今われわれのいる世界に直接に

つながっているかぎりにおいて，その肺分けを行う

ことはわれわれ自身を知るうえでぜひとも必要な作

業でもあるOこの共同研究は，以上のような認識に

立って，政治史や経済史もさることながら，日常生

活から学術や芸術にまでいたる多様な側面での世界

の変化に注目して，また 1 940年代生まれの，いわ

ば 60 年代を生き た世代か ら ， 70 年代生ま れの， つ

まりこの時代については語られた記憶しかもたない

世代までが集まって進めることに努めたものであり，

2005 年3 月 に終了 し た。 現在報告論集刊行の た め

の作業を進めている。

班員龍谷直人加藤和人田中祐理子藤原辰

史山室信一(以上所内)伊従勉大津真幸加

藤幹郎大黒弘慈(以上人間・環境学研究科)遠

藤徹(同志社大)葛山泰央(筑波大)川崎博史

(ホロニック)北垣徹(西南学院大)斎藤光(京

都精華大)白鳥義彦(神戸大)鳴海邦碩(大阪

大)成実弘至(京都造形芸術大)半田章二疋田

正博(以上シィー・ディー・アイ)前川真行(大

阪府大)松本日之春(京都市芸術大)光永雅明

(神戸市外語大)森口邦彦(社団法人日本工芸会)

1 月21 日 研究報告書作成に向けて 全員

2 月4 日 ド ラ ッ グ ・ カ ル チ ャ ー ' 60 -ク ロ ル

プロマジンから LSDまで北垣

2 月 18 日 宇野弘蔵再論 贋と純粋② 大黒

3 月11 日 悪魔が語 り 手に な る 頃- 60 年代の文

学と宗教のー側面

フランソワ・ラショウ(ゲスト)

3 月 1 8 日 1 960 年代， 古典的ハ リ ウ ッ ド 映画期

からポスト古典期への移行期ーヒッチ

コック映画とヌーヴェル・ヴァーグに

見られる視覚的媒体における外見と内

実の事離加藤幹郎

アジア・ネットワークの研究班長龍谷直人

本共同研究は，歴史的なアジア地域秩序分析をめ

ざす。 2年目の班研究。アジア地域秩序を規定した

帝国・帝国主義・覇権の時代に即して，商人のネッ

トワーク機能の変遷を考察する。メンバーは， 17

世紀から 20世紀を対象とした歴史家で構成される。

中国史，インド史，東南アジア史，日本史，アメリ

カ史の専門家が一同に会する共同研究を組織した。

境界線に固まれた主家国家聞のシステムとは異なる，

経済的な発展径路の存在を歴史的なアジアに探りた

い。主権国家の境界線によってその伸張が制約され

ながらも，帝国の下で育まれたアジア商人のネット

ワークが，今日も市場秩序を提供しているとの視点

にもとづいて，アジア・ネットワークを検討・考察

し，主権国家間システムの相対化をめざす。

班員岩井茂樹村上衛(以上所内)小野沢透

(文学研究科)井口治夫(名古屋大環境学研究科)

上田貴子(日本学術振興会特別研究員)大石高志

(神戸市立外国語大国際関係)岡本隆司(京都府立

大・文)加藤雄三(総合地球環境学研究所)陳天

璽(国立民族学博物館)陳来幸(兵庫県立大・経)

福岡正章(同志社大・経)水野祥子(大阪大・文)

宮田敏之(天理大・国際文化)薮下信幸(近畿大・

経営)脇村孝平(大阪市立大・経)

1 月21 日 華商ネ ッ ト ワ ー ク と ア イ デ ン テ ィ テ ィ

ーそのイメージと実体

陳天璽(国立民族学博物館)

2 月4 日 戦後ア ジ ア国際政治の中の 日本 海域

東南アジアへの関与を中心に一

宮城大蔵(北海道大学法学部)

4 月 1 5 日 「帝国 と ネ ッ ト ワ ー ク 」 研究の方向性

について:研究協働を通した展望

龍谷直人

5 月13 日 印僑商人論の研究動向

大石高志(神戸市外国語大学)

5 月27 日18 世紀末'"'-' 19 世紀前半のベ ン ガルに
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最

おける塩市場の形成と変容ベンガル

「植民地化」に関する一考察

神田さやこ(慶応義塾大学)

6 月10 日 十八世紀後半のベ ン ガルにお け る イ ギ

リス東インド会社の貨幣政策

谷口謙次

(大阪市大大学院経済学研究科・ D 3)

植民地の環境保護主義英領インドに

おける乾燥化理論の展開

水野祥子(大阪大学)

6 月 1 2 日 2005 年度大阪歴史科学協議会 ・ 大会

報告(関西大学・千里山キャンパス

第一学舎(法・文学部)第三会議室)

19 世紀の東 ア ジ ア に お け る 主権国家

形成と帝国主義龍谷直人

19 世紀の ア ジ ア にお け る銀流通

西村雄志(松山大学)

6 月24 日 帝国 と介入 フ レデ リ ッ ク ・ リ ー ス =

ロスの国際金融政策

石田憲(千葉大学)

7 月3 日 国際 ワ ー ク シ ョ ッ プ : “The United

StatesandGlobalization:Power

Empire ,andBusinessNetworks"

龍谷直人

ThomasW.Zeiler ,

(DepartmentofHistory ,

TheUniversityofColorado)

小野沢透(京都大学)

井口治夫(名古屋大学)

MarcGallicchio ,

(DepartmentofHistory ,

VillanovaUniversity)

7 月 29-30 日 共同 ワ ー ク シ ョ ッ プ (遠藤乾 グ

ループ+龍谷グループ)

(北海道大学法学部)

7 月 29 日 課題 : グ ロ ーパル ・ ガパナ ン ス の思想

世界社会論高田保需を手がかりに

ベン・ミドルトン(フェリス女子大学)

A.ソルターの機能主義

城山英明(東京大学)

補完性の思想グローパル・ガパナン
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報

スの秩序原理?

遠藤乾(北海道大学)

世界政治における宗教

池内恵(国立民族博物館)

7 月 30 日 課題 : 戦後東ア ジ ア の帝国秩序

東アジアにおける帝国と帝国主義

龍谷直人

戦前戦後の連続と断絶一東アジア帝国

秩序再論松浦正孝(北海道大学)

インド海域と東アジア地域秩序

大石高志(神戸市立外国語大学)

上海・金融・銀本位制

城山智子(一橋大学)

パックスアメリカーナと戦後アジア通

貨秩序回所昌幸(慶応義塾大学)

戦後日本外交と東南アジア国際秩序

宮城大蔵(北海道大学)

8 月26 日 シ ン ポ ジ ウ ム : 帝国と ネ ッ ト ワ ー クー

アジア史における「長期の 19世紀」

会場:大阪市立大学文化交流センター

(大阪駅前第 2ビル 6 階)

近代日本からみた帝国とネットワーク

(問題提起 1 )

龍谷直人(京都大学助教授)

アジア史における『長期の 19世紀』

(問題提起 2 )

脇村孝平(大阪市立大学)

19 世紀前半の ア ジ ア交易圏

杉原薫(大阪大学)

イースタンパンク問題とイギリス帝国

主義 0853年一 1867年)一英領イン

ドと海峡植民地

川村朋貴(富山大学)

19 世紀末， ビ ン南商人の転換

村上衛(横浜国立大学)

モーリシャスのコメ貿易・流通とイン

ド系ムスリム商人

大石高志(神戸市外国語大学)

コメント:岩井茂樹(京都大学)

9 月16 日 旧帝国研究の動向につ いての メ モ

寵谷直人
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10月7-8 日 国際 ワ ー ク シ ョ ッ プNetworks

andEmpiresIndianMigrants/Merｭ

chantsinEastAsiaandBeyond

龍谷直人

大石高志(神戸市立外国語大学)

脇村孝平(大阪市立大学)

LeePui-tak 李培徳 (香港大学)

LinMan-hong 林系工満

(中央研究院，台湾)

ChoiChi-cheung 薬志祥

(香港科学技術大学)

Siu-tongKwok 郭少業 (香港大学)

村上衛(横浜国立大学)

WuXiaoan 実小安 (北京大学)

RajeswariA.Brown

(SOAS ,LondonUniversity ,UK)

神田さやこ(慶応義塾大学)

ClaudeMarkovits

(SOAS ,LondonUniversity ,UK)

LiuHong 劉宏

(NationalUniversityofSingapore)

陳来幸(兵庫県立大学)

松浦正孝(北海道大学)

ZhongShumin 鐘淑敏

(中央研究院，台湾)

城山智子(一橋大学)

WongSiu-Iun 黄紹倫 (香港大学)

10 月9 日 ア ジ ア太平洋戦争研究ワ ー ク シ ョ ッ フ。

汎アジア主義における「インド要因』

松浦正孝(北海道大学)

日中紛争の『世界化」中国の日中紛

争解決構想、と米英ソ参戦問題一

鹿錫俊(島根県立大学)

帝国と介入一フレデリック・リース=

ロスの国際金融政策

石田憲(千葉大学)

10 月24 日 パ ラ ダイ ム の帝国一 ア メ リ カMBA プ

ログラム篠原初枝(早稲田大学)

11 月11 日 越境す る社会空間 : 日本にお け る 中国

系移住者の移動と定着をめぐって

田嶋淳子氏(法政大学)

120

11 月19 日 ワ ー ク シ ョ ッ プ : 日本にお け る マ イ ノ

リティ・ビジネスの歴史的展開

オーガナイザー:

龍谷直人(京都大学)

韓載香(東京大学)

曳野孝(京都大学)

マイノリティ・ビジネスの歴史的展

開:国際比較に向けて

曳野孝(京都大学)

在日韓国・朝鮮人ビジネスの歴史的動

態韓載香(東京大学)

神戸における在日韓国・朝鮮人産業の

発展高龍秀(甲南大学)

華僑とネットワーク

龍谷直人(京都大学)

在日華僑華人ビジネスの歴史的動態

陳来幸(兵庫県立大学)

12 月 9-11 日 国際 ワ ー ク シ ョ ッ プ : 疫病 ・ 環境 ・

グローノイライゼーション」

飯島渉(青山学院大学)

脇村孝平(大阪市立大学)

MarkHarrison

(WellcomeUnitfortheHistory

ofMedicine , Oxford ,UK)

ParkYunjae

(YonseiUniversity ,Korea)

RobertPerrins

(AcadiaUniversity ,Canada)

上田信(立教大学)

Shi-yungLiu

(AcademiaSinica ,Taiwan)

v.R.孔 1uraleedharan

(IndianInstituteofTechnology

Madras ,India)

YawenKu

(PostdoctoralFellow[2006'"'-'J,

ResearchCenterforHumanities

andSocialSciences ,Academia

Sinica ,Taiwan)

KiCheLeung

(AcademiaSinica ,Taiwan)



嚢

遠藤乾(北海道大学)

DavidArnold

(SOAS ,UniversityofLondon ,UK)

KalingaTudorSilva

(UniversityofPeradeniya ,

SriLanka)

城山英明(東京大学)

後藤春美(千葉大学)

空間の再審人文・社会科学の新基軸を求めて

班長山室信一

空間とは，時間とともに人間が自己と他者につい

て認知していくための不可欠な枠組みであり，人間

とその社会のありかたを追求すべき人文・社会科学

においては，明確な概念規定に基づく体系化が要請

されている。しかしながら，欧米近代の人文・社会

諸科学においては，時間こそが基軸となっており，

空間そのものを対象として捉えることに必ずしも成

果を挙げてきたわけではなし、。しかも，グローバリ

ゼーションの進行の中で空間の把握は時間や速度に

よって置き換えられつつある。しかし，グローパル

化によって生活様式の平準化が進めば進むほど，機

構や生態などの地理的条件，都市や建築などの空間

形式の差異のありかたこそが，人間観・社会観そし

て世界認識のありかたをますます規定してし、く可能

性もまた否定できな C \。

この共同研究では，自然環境と人間活動の関係や，

生活空間としての都市・建築などの形成のされかた，

そしてさらにそれが世界認識としてし、かに把握され

てきたか，といった学知と実践知そのものを再審に

付しそこから新たな人文・社会科学の基軸を析出

していくことをめざしている O

本年度は，昨年度に引き続き基本的文献の会読を

進めるとともに，モンゴルでのフィールドワークを

実施することによって，学知と実践知との関係につ

いて探求した。

班員菊地暁坂本優一郎谷川穣藤原辰史

(以上所内)早瀬晋三(大阪市大)中島岳志(学

術振興会特別研究員)

1 月17 日 近世か ら近代にかけての秩序認識のあ

りかた坂本優一郎

幸民

2 月7 日 論文会読① 全員

3 月7 日 論文会読② 全員

3 月13 日 拡大研究会

4 月4 白 書評 『空間の イ ギ リ ス史」 藤原 辰史

4 月18 日 書評 『ナ チ ス ・ ド イ ツ の有機農業』

菊地 暁

5 月16 日 会読 和辻 『風土』 谷川 穣

6 月6 日 会読 セ ル 卜 ー 「 日常的実践の ポ イ エ

ティーク』 中島岳志

6 月20 日 「身体論のすすめ』 のかたわ ら で空間

論を素描する 菊地 暁

7 月4 日 会読 柳田 「都市と空間」

藤原辰史

8 月 フィールドワーク(モンゴル)

9 月15 日 解題文献検討会 全員

10 月17 日 会読 戸坂 「空間につ いて」 全員

11 月7 日 会読 ル フ ェ ー フール 『空間の生産」 第

l 章 坂本優一郎

11 月21 日 会読 ル フ ェ ー ブ ル 『空間の生産』 第

2 章 坂本優一郎

12 月5 日 会読 ル フ ェ ー ブル 『空間の生産』 第

3 章 藤原辰史

フェティシズムの社会・文化的文脈

班長田中雅一

フェティシズム研究の射程を受ける形で「フェ

ティシズムの文化・社会的文脈」を発足した。これ

はモノに注目して行われたこれまでの研究会の反省

にたって，その背景となる文化および社会のありか

たに注目する研究会である。

班員大浦康介菊地暁小牧幸代高木博志

竹沢泰子田中祐理子田辺明生(以上所内)足

立明 (AA研究科)速水洋子(東南アジア研究所)

松田素二(文学研究科)宇城輝人(福井県立大)

岡田浩樹細谷広美(以上神戸大学)春日直樹(大

阪大学)川村清志(札幌大学)窪田幸子(広島大

学)斎藤光(京都精華大学)佐伯順子(同志社大

学)佐藤知久(京都文教大)田村公江(龍谷大

学)中谷文美(岡山大学)箭内匡(東京大学)

岩谷彩子(学振特別研究員)金谷美和(日文研研

修員)中谷純江(民博研修員)藤本純子(大阪大
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学大学院文学研究科〉小池郁子山本達也宮西

香穂里李霊文(以上京都大学大学院人間・環境学

研究科)

6 月6 日 打ち合わせ

6 月20 日 覗 き見の視覚文化 : 初期映画にお け る

露出症的構造の一考察

森村麻紀(日本学術振興会特別研究

員)

7 月25 日 フ ェ テ ィ シ ズム と 「在る 」 こ と : イ ン

ドネシア・フローレス島における親密

性とその変容

青木恵理子(龍谷大学・教授)

10月17 日 人体模倣を越えて : 日本にお け る ダ ッ

チワイフの変遺を中心に西村大志

(広島国際大学人間環境学部・講師)

11月7 日Snipers of The Israel Defense

ForcesintheAl-AqsaIntifada:Kilｭ

ling ,WeaponsandSoldiers'Bodies

EyalBen-Ari

(京都大学人文科学研究所・客員教授)

11 月 2 1 日 映画館と観客 加藤 幹郎

(京都大学人間環境学研究科・助教授)

虚構と擬制一総合的フィクション研究の試み

班長大浦康介

本研究は，従来文学，哲学，論理学，法学などの

分野で行われてきたフィクションの研究を相互に関

係づけるとともに，美術や音楽，歴史学，人類学，

自然科学などの諸学問における同種の概念の有効性

を検討し，あわせて総合フィクション学 (General

Fictology) と で も呼ぶべ き デ ィ シ プ リ ン の構築を

めざすものである O文学における虚構(小説，演

劇)，映画やテレビドラマ，種々のゲームや子供の

「ごっこ」遊び，様相論理学があっかう可能世界，

民法などでいう擬制，歴史記述の「うそ J，宗教儀

礼の仮構性，自然科学の真理探求における作業仮説

やメタファ一一それらの共通点と違いはなにか，ま

たそれらを貫くフィクション概念の定立は可能か 0

4 年の期間内に ， 先行研究の整理と新た な事例研究

にもとづいて，こうした問いへの答えを探るととも

に，総合フィクション学がひとつの新たな知として，

〈制度〉ゃく学問〉の動態的把握ゃく合意形成〉の

プロセス，芸術の心理・社会的効用などについてな

にを教えるかを明らかにしたい。

まずは問題意識を共有するため，当面は基本文献

の把握に努めたいと考えている。初年度の今年は，

自由発表やゲスト講演も交えつつ，前期におもに言

語哲学や文学理論の分野でのフィクション論の最新

成果を示す文献の，また後期はそのルーツともいう

べき古典的文献の紹介・読解を行なった。

4 月18 日 研究会趣旨説明 とJohn R. Searle の

フィクション理論の紹介大浦康介

5 月9 日 ノ f ヴ ェ ルの 『虚構世界』 を読む : 1隔

離主義 J Segregationism 批 判 を め

ぐって河田学

5 月 23 日Marie-Laure Ryan ,PossibleWorlds ,

Artificial Intelligence , andNarraｭ

tiveTheory を読む 岩松 正洋

6 月 13 日 フ ィ ク シ ョ ン と し ての 「少女」

園田浩二

6 月27 日 中田秀夫監督 『女優霊』 を観る

石田美紀

7 月 11 日 古代ギ リ シ ア にお け る 「過去」 の創出

庄司大亮

10 月31 日 Photographie : fiction narration

(I 写真 : 虚構 ・ 物語J) XavierMartel

11 月 1 2 日 奥泉 光(ゲス ト )

11 月 2 1 日 ヒ ュ ー ム 『人性論』 を読む

王寺賢太

12 月5 日 Hans Vaihinger , Die Philosophie

desAlsOb を読む 岡田 暁生

12 月19 日 抗争す る フ ィ ク シ ョ ン ? :4 月10 日 の

「神話」をめぐって小関隆

啓蒙の運命一系譜学の試み班長富永茂樹

「啓蒙jは， 18 世紀 ヨ ー ロ ッ パの思想的なー潮流

を指示するのみならず，普遍的な価値を持った理念

の担い手として，およそフランス革命以後の世界各

国において追求され，あるいはしばしば批判を受け

てきた概念でもあった。この後者の観点からすれば，

「啓蒙」は，近代の社会が，その都度の自己の組織

化・再組織化に際して「近代」自身を反省する際の
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鍵概念であったと言える。「啓蒙」の批判と再考が，

「ポストモダン」とも言われる今日，ヨーロッパ中

心主義や近代の諸制度・諸学問分野に対する度重な

る批判と，国民国家分立の世界システム・代議制民

主主義，あるいは「市民社会」・「文化」・「教養」な

ど，近代社会の理念と制度の動揺・衰退をうけて，

再び思想史研究・人文学研究の重要な課題として浮

上していることは，ハーパーマス，フーコー，デリ

ダといった現代の哲学者たちによる「啓蒙」再考の

試みによっても明らかであろう。

本研究では， I啓蒙」 を ， 18 世紀 ヨ ー ロ ッ パの思

想潮流を指示する時代概念と，近代社会の組織化・

再組織化に際しての鍵概念、とする二重の射程を持っ

たものとして位置づけた上で，西欧諸国のみならず，

アジア・アメリカ・ロシアなどを含めた世界的な展

望のもとに，思想史・社会学・文学・芸術学・科学

史などの多分野の研究者を募り，およそフランス革

命以後の世界における「啓蒙」の理念と実践の諸様

態についての系譜学的かっ比較史的な研究を行う。

19 世紀以降の世界にお け る 「啓蒙」 の理念 と 実践

の諸様態について，包括的で・統一的なヴィジョン

をもった歴史叙述を提出すること，また，近代史に

おいて「啓蒙」が果たしてきた肯定的・否定的機能

の偏差と恒常性を明らかにし，現在，われわれがな

お「啓蒙」から受け継いでいるものは何か，あるい

はまた「啓蒙」の何を・どのように受け継ぐことが

できるかを提起することが本研究の目的である O

班員王寺賢太岡田暁生坂本優一郎武田時

昌田中祐理子藤原辰史森本淳生(以上所内)

漫田彰(経済研究所)大東祥孝多賀茂田謹玲

子立木康介(以上人間・環境学研究科)増田真

(文学研究科)市田良彦(神戸大)伊藤玄吾(京

都女子大)井上棲子(京都大文学研究科博士課程)

上田和彦(関西学院大)宇城輝人(福井県大)遠

藤徹(同志社大)小田川大典(岡山大)斉藤渉

(大阪大)崎山政毅(立命館大)多賀健太郎(大

阪大学研究員)長尾伸一(名古屋大学)前川真行

(大阪府大)松津和宏(名古屋大)松下洋(神戸

大)

4 月22 日 共同研究を始め る にあ た っ て 富永

5 月13 日 カ ッ シ ー ラ ー 『啓蒙の哲学』 と そ の周

報

辺王寺

5 月20 日 ア ザール 『 ヨ ー ロ ッ パ精神の危機』 を

読む森本

6 月3 日 アザー ル 『十八世紀 ヨ ー ロ ッ パ思想」

を読む伊藤

6 月 1 7 日 コ ゼ レ ッ ク 「批判 と危機」 を読む藤原

7 月1 日 ヴ ェ ン ト ゥ ー リ 「啓蒙のユ ー ト ピ ア と

改革」を読む坂本

7 月15 日 ス タ ロ パ ン ス キ ー 『 自 由 の創出」 ・ 「理

性の標章』を読む田中

9 月16 日 エ リ ア ス 「文明化の過程」 ・ 「宮廷社

会』を読む葛山

9 月30 日 ポ ー コ ッ ク~The MachiavellianMoｭ

men tJl を読む 前川

10 月7 日 ポ ー コ ッ ク ~Barbarism and Reliｭ

gionJ を読む ラ シ ョ ウ

10 月21 日 James Schmidt(ed) , ~What isEnｭ

lightenment?JPartI, II を読む

斉藤渉

11月5 日James Schmidt (ed) , ~What isEnｭ

lightenment?JPartIII を読む

小田川

11 月11 日 フ ュ レ 「 フ ラ ン ス革命を考え る J -革

命の終罵をめぐって北垣

11 月26 日 統治性， 主体， 政治一フ ー コ 一晩年の

プロブレマティックをめぐって市田

12 月17 日 公共圏の 喧喋 と く外〉 の 沈黙ーハ ー

ノイーマス「公共性の構造転換』と「啓

蒙」佐藤

王権と儀礼班長藤井正人

本共同研究 (2005年 4月 2009年 3月)は，王

権と儀礼との関係を古代インドの王権儀礼を中心に

研究することを目的としている。ヴェーダ文献を基

礎資料にしているが，インド学の諸分野のほか，歴

史学，考古学，美術史，人類学などの複数の視点か

ら資料を分析するとともに，さまざまな時代と地域

における王権と儀礼に関わる問題を比較研究の対象

としている。隔週に開いている研究会では，会読と

報告会を組み合わせて，初年度は，会読を 2回行な

うごとに，報告会を l回行なっている。会読では，
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Vadhula-Srautasutra10,3 , 8-28

Vadhula-Srautasutra10,2 ,21 -43

andofempireinEasternNorth

IndiaWitzel

11 月 1 8 日 第9 回研究会 (報告会4)

文化人類学からみたインドの王権一ル

イ・デュモン『ホモ・ヒエラルキク

大島

赤松

東方学研究部

9 月 30 日 第 6 回研究会 (会読 3 )

Vadhula-Srautasutra 10, 1, 61-10 ,

2,200) 井狩

10 月14 日 第7 回研究会 (会読4 )

Vadhula-Srautasutra 10, 1, 61-10 ,

2, 20(II)井狩

10 月28 日 第8 回研究会 (会読 5 )

スJとそれ以後田中

12月2 日 第10 回研究会 (会読6 )

Vadhula-Srautasutra 10, 2, 44-10 ,

3, 7 横地

12月16 日 第 11回研究会(会読7)

中国美術の図像学班長曽布川寛

古代，中世の美術において表現されたものは全て

象徴的意味内容を有しており，それが何を表してい

るかを知ることなしに作品の理解はあり得な~ '0 作

品の背景には神話伝説，宗教的義軌，社会的情況な

どがあり，それらを踏まえて理解することが要求さ

れる。我々は中国の古代，中世美術を取り上げるに

当たり，図像学の見地から考察を試みる。主たる対

象は考古学的出土文物と，石窟寺院などの仏教美術

であり，中国のみならず，インド，朝鮮，日本を含

めて考察する O

ゥーェーダ祭式文献の中から王即位式(ラージャスー

ヤ)に関する箇所を解読している。便宜上，新資料

であるヴァードゥーラ・シュラウタスートラを中J心

に読み進めているが，すべての関連箇所を整理して，

この儀礼に関する文献資料を集成することを目標に

している。報告会では，メンバーおよびゲストス

ピーカーが， I王権と儀礼」 に関係す る テ ー マで報

告している。会読がある程度進んだ段階で，作成し

た資料を報告会で提示して，さまざまな角度から分

析し検討することも予定している。

班員梶原三恵子(非常勤講師・事務局)岡村

秀典小牧幸代田中雅一田辺明生船山徹(以

上所内)赤松明彦 Werner Knobl 徳永宗雄

横地優子(以上文学研究科)天野恭子井狩禰介

(中部大学)永ノ尾信悟(東京大)榎本文雄(大

阪大)大島智靖長田俊樹(総合地球環境学研究

所)後藤敏文(東北大)小林正人(白鴎大)阪

本(後藤)純子定金計次(京都市立芸術大)津

井義次(天理大)島岩(金沢大)高橋孝信(東京

大)土山泰弘(埼玉工業大)子嶋英貴(京都精華

大)堂山英次郎(大阪大)永田啓介(京都大・

院)中村隆海(東北大・院)西村直子(東北大)

沼田一郎(東洋大)林隆夫(同志社大)引田弘道

(愛知学院大)伏見誠(ハーヴァード大・院)松

田祐子(九州龍谷短大)村上昌孝村川晶子(ベ

ルリン自由大・博士修了)森雅秀(金沢大)矢野

道雄(京都産業大)山下動(京都学園大)吉水清

孝(北海道大)

5 月6 日 第l 回研究会 (報告会1 )

共同研究「王権と儀礼」事始め藤井

6 月3 日 第2 回研究会 (報告会2 )

TheNasatyasandProto-Aryanreliｭ

gionParpola

6 月 1 7 日 第3 回研究会 (会読 1)

Vadhula-Srautasutra10, 1, 1-17

梶原

7 月1 日 第 4 回研究会 (会読2 )王玄策研究班長高田時雄

Vadhula-Srautasutra10,1 ,18-60 王玄策は唐の太宗か ら高宗の時代にかけて， 数度

手嶋にわたり正使あるいは副使としてインドに赴き，中

7 月15 日 第5 回研究会 (報告会3 )印文化交流史に足跡を残した。その著とされる「中

Theemergenceofthelargestates 天竺国行記』 は現在では散供 し て， r法苑珠林j r諸
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経要集J r釈迦方誌』 な どに断片的な記載が見 ら れ

るのみであるO本研究班では，王玄策の使節に関す

る文献資料を集成し，読み解くことによって，当時

の中国からインドにわたる地域の歴史・宗教・言

語・文化などの情報を引き出すことを目的とする。

中国文明の形成班長小南一郎

研究班は，予定の五年の期間を終えることになっ

たが，王国維「観堂集林」の読書を最後まで継続し

た。五年間の期間中に読めたのは，芸林ーから芸林

五の「爾雅草木魚鳥獣名釈例」までである。「観堂集

林」には，読めなかった部分にも重要な論考が収め

られている。しかし，研究会で読んだ部分からも，王

国維の，中国の古典的な文献資料と新しい出土資料

とを組み合わせて論証する，中国古代文化復元の方

法のおおよそは把握できたのではな C 'かと思う。王

国維の方法に対する理解を基礎にして，最近，次々と

紹介される新しい資料との取り組みの中から，我々

自身の方法論を築いてゆくのが，今後の課題である O

期間中に行なわれた研究班員たちの研究報告をも

とにし， 13 篇の論文を収めた報告書， r中国文明の

形成』が 3月に出版された。

中国の生活空間と造形班長田中淡

中国の伝統的な生活空間とそれに直哉的に関わる

造形を対象とした 2年間の試験的研究を結束した。

三教交渉の研究班長菱谷邦夫

本研究班は，中国中世における儒仏道三教聞のか

かはりをさまざまな角度から研究することを目的に，

2000 年度か ら5 年間の予定で組織 さ れ， 昨年度末

をもって終了した。その研究成果は， r三教交渉論

叢J (人文科学研究所， 2005 年3 月刊) と し て公刊

された。

三国時代の出土文字資料班長井波陵一・富谷至

本研究班は，当初の目的であった本研究所所蔵の

親晋時代文字拓本の会読を終え，その成果を『貌晋

石刻資料選注』として公表した。「漢代石刻資料集

成』にくらべ，会読した石刻の数は少ないが， r漢

代石刻資料集成」にはみられなかった語量が多く，

幸日

その索引は早速，新研究班である「北朝石刻資料の

研究班Jにおいて活躍している O

また，拓本会読と並行しておこなわれた張家山漢

簡・二年律令の訳注作成も終了し，その成果を東方

学報に公表した。また来年度には，訳注をまとめ直

し，二年律令に関する論文集とあわせて公刊する予

定である。

なお，当研究班で会読している拓本は，本研究所

付属，漢字情報研究センタ- HP において公開 さ れ

ている。

*石刻拓本資料

http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/db-machine/

imgsrv/takuhon/

ニO世紀中国の社会システム 班長 森 時彦

本研究班は，清末から現在にいたる 1 00年間にお

ける中国の社会システムの変動を多様な側面から総

合的に検討することを目的として， 2003 年4 月 か

ら 5年計画でスター卜した。折り返し占となる本年

は，政治，財政，法律，経済，産業，情報，風俗な

ど多面的な分野で，若子を中心とする意欲的な報告

が際だった l年であった。

漢字情報学の構築班長安岡孝一

本研究班の主眼は，漢字テキス卜をコンビュータ

というマナイタの上に載せて，何とかテキスト処理

できるようにしよう，というものである。研究の対

象としては，文字コード，組版，フォン卜， OCR,

WWW， 形態素解析， な ど多 く の要素技術が考え

られるが，本年は，漢文組版，拓本 OCRにおける

文字座標抽出，スケルトンフォント技術に関して議

論をおこなった。なお，本研究班では，参加者全員

が文献や書籍を見ながら論じ合うというスタイルを

取っているため，特定の発表者等は記さないことに

する。

中国古代の基礎史料班長浅原達郎

2005 年か ら は ， 思 い き っ て戦国時代の楚国の竹

簡すなわち楚簡を読むことにした。とにかく楚簡の

文字に慣れて，ある程度は読めるようになることを

めざす。
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楚簡研究の進展はめざましく，研究の中心は郭店

楚簡から上海博物館蔵楚簡に移っている。われわれ

は周囲遅れではあるが，無理に追いつこうとせず，

しっかりと前を見て走っていくつもりである。

陰陽五行のサイエンス班長武田時昌

陰陽五行説は，物類や自然現象の法則性や相互関

係を説明する原理として大いに用いられた学説であ

り，中国の諸分野において独自の理論構造を生み出

すパラダイム的な役割を果たした。これまでの研究

においては，陰陽五行説の成立過程や配当説，それ

を援用した漢代の政治思想、等に詳しい考察が試みら

れてきた。しかしながら，三国時代以降の史的展開

や理論構造の特質ついては，十分な検討がなされて

いるわけではないように思われる。そこで，自然学

に限らず思想，宗教から文学，諸技芸に至る多彩な

分野において，天人感応，物類相感等を含めた陰陽

五行の説明原理が，実際にどのように活用されてい

るのかを分析し包括的，複眼的な見地からその構

造と特色あるいは限界性を考究したいと考えている。

マークアップ一一理論と実践班長 C. Wittern

マークアップという行為はテキストに含まれた，

文字で表現されていない側面を明確して，しかるべ

く記号の記入で，様々な分析，解読と処理の対象に

することである。この研究班の初年度ではテキスト

の理論の検討を出発点として，その議論を経て，後

半年から今年にかけて，正倉院文書. r資治通鑑』

などの具体的な例を見ながらそのテキス卜の解読と

しかるべきなマークアップの理解を深めた。四月か

ら，この問題を知識表現の側面から整理すると，最

近の工学的な研究成果を確認するため，溝口理一郎

の「オン卜ロジー工学」を班員での会読とともに人

文科学，特に中国の古典への応用の可能性を議論し

続けた。第二・第四火曜日に漢字情報研究センタ一

応接室で開催しているが，研究班の活動と成果は

ウェブの htt p : jjchw.zinbun.kyoto-u.ac.jpjmarkup

で公開。

の行政文書・法制文書の会読をつうじて，その時代

の制度と社会について知見をひろめることを目的と

している O参加者それぞれが，会読の作業のなかか

ら研究すべき課題を見いだし，この時代の制度と社

会の特質を理解する足がかりを得ることを期待して

いる Oとくに，前後の時代との連続と断絶という問

題について洞察を深めたい。会読する資料として選

択したのは『大元聖政国朝典章』礼部の部分(典章

28~ 33) であ る 。 すでに . r新集至治燦例」 所取の

記事を含めて，礼部にかかわる部分の会読は終了し

た。校訂電子本文の作成および閲覧・検索を提供す

る Webアプリケーションを作成ずみであるので，

礼部の部分については公開し，他の部分については

初歩的な校正を終えた段階で暫定的に公開する予定

である。今後は， r新集至治1条例』 所取刑部の記事

を会読すると同時に，研究発表を交えて研究会をお

こなう予定である。

中国近世田用類書の研究班長金文京

昨年度に守|き続き. r事林広記』 の会読を行い，

訳注を作成した。本年度は歴史関係(節序類)と科

学史関係の会読を交互に行なった。担当は左記のと

おりである。なお「学校類二」と「家礼類 ~Jの訳

注を『東方学報』第 77冊に掲載した。

中国絵画の総合的研究班長曽布川寛

中国絵画の資料は，発掘に基づく古代・中世作品

の出現，伝世する近世作品の公開などによって，近

年ますます増加の一途をたどっているが，多くは未

消化のまま放置されているのが現状である。この膨

大な資料に対して，まずデータベースによる系統的

整理が要求され，また多方面からのアプローチが要

求されている O本研究班は可能な限り資料を収集し，

様式論，図像学，画論，技法はもとより，パトロン，

蒐集などの観点から考察し，更に書法・築刻，詩文

などの面からのアプローチも加え，総合的な研究を

試みる O今年度は前回の共同研究のまとめを併せ

行った。

元代の法制班長岩井茂樹漢簡語量の研究班長冨谷至

2004 年度か ら 発足 し た こ の研究班は， 元朝時代 本研究班は， 居延や敦埋な ど， 当時の辺境よ り 出
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土した漢簡から語量を抽出して，その意味を定義し，の文献や他機関所蔵拓本の写真を極力参考にするこ

最終的には漢簡語嚢辞典を作成することを目標とすとは言うまでもない。

る。

難解で，意味不明な語葉がときおり見られた二年

律令とは異なり，ある語嚢に対してみなが漠然、と有

するイメージを，どのように明確に言語化するかが

作業の中心となっており，二年律令の訳注作成の時

とは，また違った楽しみがある。

現在は居延漢簡釈文合校をテキストとし，居延新

簡などを援用しつつ，作業をすすめている。近年，

額済納漢簡が公表され，また膨大な分量の懸泉置漢

簡もひかえており，語最のバリエーションは豊かに

なっていくであろう。

伝統中国の生活空間班長田中淡

中国の伝統的な生活空間および造形，すなわち具

体的には住まい，宮殿，庭園，あるいは家具配置，

室内空間，日常生活と儀礼等々の諸相をとおして，

その特質を探る。時代・地方を限定せず，また建築

空間に限らず，広義的な意味で日常あるいは儀礼の

生活空間を対象として，中国学の関連分野および東

アジア，周辺地域の専門家の参加を得て，多様な研

究主題をとりあげてゆく。研究発表と併行して班員

共通の会読テキストとして，明・方以智『通雅」宮

室をとりあげる。

三教交渉の研究 ( II)班長萎谷邦夫

本研究班は， I三教交渉の研究J 研究班の後を承

け，引き続き中国中世における儒仏道三教聞のかか

はりをさまざまな角度から研究することを日的に，

2005 年度か ら5 年間の予定で組織 さ れた。 初年度

は， I三教交渉の研究」 班において読み切れなかっ

た「茅山志』の巻 25以降の会読を継続して行ひ，

巻 27までを読了したところである。

北朝石刻資料の研究班長井波陵ー

本研究班では人文研所蔵の北朝石刻資料(一部南

朝を含む)のうち，比較的まとまった分量の文章を

もつものを対象として取り上げる。進め方は貌晋石

亥IJ資料の場合と 同 じ く ， ま ず実際に拓本を拡げて文

字の対校を行い，次いで語注を施す。その際，各種

真諦三蔵とその時代班長船山徹

本研究班は， 6 世紀の真諦三蔵を鍵と して， 彼の

地理的動きゃ仏教僧としての位置づけ，その時代背

景，多様な宗教事情等について考察する。四大翻訳

家のひとりに数えられる真諦は，正量部という部派

と密接な関係がある一方で，教理学的には説一切有

部の倶合論を重視し大乗仏教徒としては唯識思想、

を宣揚するという複合的な立場に立つ。研究班では

特に翻訳作成時に作成された真諦自身の注釈(疏)

に注目し，その侠文を回収し読解することを通じて，

インド仏教と中国仏教の双方から真諦の活動に対す

る新たな理解を試みる O

中国古鏡の研究班長岡村秀典

漢代の銅鏡は，図像文様の変化がいちじるしく，

考古資料の年代をはかる指標として東アジア各地で

重視されてきた。また，その図像と銘文は，漢人の

精神世界をものがたる資料としても注意されてきた。

そのような視角に留意しながら，本年はとくに文学

史における銘文の意義に着目し，音韻論からそれを

5命 じ た B. Karlgren , EARLYCHINESEMIRROR

INSCRIPTIONS" (BMFEA , No.6 , 1934) を会読

した。

客員部門

近代京都研究班長丸山宏

かつての首都としての文化の長い「伝統Jと，近

現代の一地方都市という社会・経済的現実との相克

が，近代京都の歴史を織りなしてきた縦糸と横糸と

考えれば， I伝統」 と現実の互い にずれた都市性格

をいかに調整するかが明治以来現在まで京都の実際

の政治的課題であった。このずれのなかに，近代京

都のさまざまな問題への糸口が潜んでいると思われ

る。「近代の歴史都市としての京都」についての基

本的な諸問題を総合的に論じさまざまな分野の具

体的な主題を互いに論じながら，近代現代の京都の

根本問題を見通す視座を考えてきた。 2006年度に
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宇佐美曹

横山俊夫

E 個 人 研 究

治・大正・昭和の3断面伊従

7 月30 日 柳田国男生誕130 周年記念 シ ン ポ ジ ウ

ム「京都で読む柳田国男J (柳田国男

の会と共催)

京都でまなんだ柳田国男加藤秀俊

主な登場人物-京都で柳田国男と民俗

学を考えてみる一菊地

三つ子に鮒鮪一昭和七年・京都におけ

る民俗学/土俗学について

土居浩

戦後京都学派における柳田国男の受容

について鶴見太郎

文化史学と民俗学林淳

コメントl小林

コメン卜2佐藤健二

9月 1 7~ 1 8 日 エ ク ス カ ー シ ョ ン 福知山市， 加悦

町

研究報告高久，日向，関戸未帆子

9 月 30 日 エ ク ス カ ー シ ョ ン 西本願寺， 宇佐美

松鶴堂

10月15 日 五二会品評会か ら みた明治期京都の産

業宇佐美

茨木キリシタン遺物の発見高木

11月 1 9 日 近代京都の建碑と史蹟創出一 「三宅安

兵衛遺志J碑と京都市教育会建立碑

中村

京都大学における「学徒出陣J -京都

大学大学文書館における調査より

西山伸

12月10 日 遷都千百年紀念祭と府県連合事業 明

治中期における国民祭典の構造と歴史

的環境一鈴木

昭和大礼にみる京都の観光行政工藤

人文学研究部

フランスの詩学

前近代日本の文明史的研究

凋落の能楽師一序

人文研夏期講座

京都の「公的記憶」と「共同体の記

憶」小林

近代京都名勝考一一京都の森林風致一

丸山

近代京都と国風文化・安土桃山文化

高木

都市の計画と京都イメージの変遷一明

7月8-9 日

は， 3 年間の共同研究の報告書を ま と め る O

班員大原嘉豊菊地暁金文京高木博志品

階絵里加谷川穣水野宣樹(以上所内)天野太郎

伊従勉金坂清則藤原学山田誠(以上人間環境

学研究科)小林丈広秋元せき(以上京都市歴史

資料館)イ・ヒャンス(京都造形芸術大・非常勤)

石田潤一郎笠原一人中川理並木誠士日向進

(以上京都工芸繊維大)井上章一(日文研)岡村

敬二(京都学園大)長志珠絵(神戸市外大)小野

健吉(奈良文化財研究所)小野芳朗(岡山大)黒

岩康博(文学研究科・院)才津祐美子(日文研

COE) 坂口 さ と こ 清水愛子 山田由希代 (以上

京都工芸繊維大・院)鈴木栄樹(京都薬科大)高

久嶺之介(同志社大)田島達也(京都市立芸大)

中村武生(悌教大・非常勤)原田敬一(悌教大)

福井純子(立命館大・非常勤)福島栄寿(真宗大

谷派教学研究所)芳井敬郎(花園大)宇佐美尚穂

(京都女子大研修員)

1 月22 日 「国民公園」 京都御苑の近代一京都に

おける遺産公園としての特性一井原

2 月19 日 有職故実家 ・ 猪熊浅麿 猪熊 兼勝

3 月16 日 エ ク ス カ ー シ ョ ン 大阪市松島 ・ 川 口

旧居留地・飛田新地

3 月 1 9 日 宇治川水力発電所工事と朝鮮人労働者

水野

4 月16 日 京都風致行政の戦前戦後一市民か ら み

た風致保全制度伊従

5 月28 日 京都府画学校と泉涌寺御座所 田島

「我楽多珍報』の周辺一京都日日新聞

社を中心に一福井

6月 18 日 地価分布か ら みた近代京都の地域構造

山田誠

小野芳
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近代朝鮮在住日本人社会の研究

身体技法の認識論

近代詩の虚構性

ウィッテノレン，クリスティアン

中国共産党史の研究石川禎浩

秦漢時代の制度史宮宅潔

清代の道教龍門派の歴史及び内丹の研究

エスポジト，モニカ

客家語およびその周辺言語の記述研究

中国仏教絵画の研究

中国古代中世の官制史

モンゴル時代の文化政策と出版活動

中国親晋南北朝志怪の成立背景

明代後期北虜南倭時代の中国社会

中国家具とその使用に関する研究

中国唐末の文学批評

中国唐末末初禅思想、研究

中国科学の思想史的考察武田時昌

近代中国の財政と社会岩井茂樹

先秦時代の金文浅原達郎

古代中国の考古学研究岡村秀典

川西走廊の漢蔵諸語の記述言語学的研究

池田巧

インド・中国における仏教の学術と実践

船山徹

文字コード理論安岡孝一

イスラーム東漸史の研究稲葉穣

仏教研究知識ベース禅仏教を例として

高麗官僚制度研究矢木毅

中国近世の国家支配の研究古松崇志

文字定義情報に基づく文書表現系に関する研究

守岡知彦

中西裕樹

大原嘉豊

藤井律之

宮紀子

佐野誠子

山崎岳

高井たかね

永田知之

粛藤智寛

近代東アジアにおける日本の法と政治山室信一

フランス革命と近代的主体の成立富永茂樹

近代朝鮮の政治と社会水野直樹

在日米軍を中心とする軍事共同体の人類学的研究

田中雅一

文学理論の研究大浦康介

ウずェーダ文献の生成と伝承の研究藤井正人

人種・エスニシティ論竹沢泰子

戦前期日本の工業化と華僑ネットワーク

龍谷直人

近代天皇制の文化史的研究高木博志

近代日本の芸術と西洋高階絵里加

現代社会における生物学・生命科学加藤和人

音楽におけるロマン派とメロドラマ的音楽

岡田暁生

19 世紀末イ ギ リ ス の ポ ピ ュ ラ - ・ コ ン サ ヴ ァ テ イ

ズム小関隆

南アジアの歴史人類学田辺明生

近世ヨーロッパの歴史叙述と政治思想王寺賢太

幕末期の畿内・近国社会岩城卓二

南アジア・ムスリム社会の社会構造小牧幸代

近代日本民俗誌システムの研究菊地暁

近世ヨーロッパの国際金融研究坂本優一郎

近代西洋医学発展史研究および身体論田中祐理子

ナチス・ドイツの農業政策藤原辰史

近代日本における教育/教化/宗教の関係史

谷川穣

李昇煙

倉島哲

久保昭博

東方学研究部 事業概況

中国の小説，演劇及び説唱文学の歴史

中国美術の様式と意味

中国建築の様式・技法・空間

近代中国の綿紡織業

道教思想、研究

敦煙写本の言語史的研究

中国古代中世の法制

清代の文化と社会

金文京

曽布川寛

田中淡

森時彦

萎谷邦夫

高田時雄

冨谷至

井波陵ー

第 1回 TOKYO漢籍 SEMINAR

2005年3 月 於 学術総合セ ン タ ー (千代田区一ツ 橋)

12 日 「書写の文化史」 冨谷 至

「漢訳仏典の成立J船山徹

「使えない字ー語と漢籍」井波陵一

退職記念講演会

2005年3 月 於 本館大会議室

17 日 漢字の誕生 教授 小南 一郎
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藤井律之

ベース

J葉

三乙ノ

早ヨ

=目

王区

Eヨ

毅

時昌

高田時雄

武田

梶浦

宮宅

辻正博

安岡孝一

矢木

森賀一恵

梶浦晋

静動貝所

漢籍データベースについて

漢籍データ入力実習(1)

第 4日(10月 6日)

漢籍目録を読む

千葉大学文学部助教授古勝隆一

漢籍データ入力実習(2)

第 5日(10月 7日)

NIl 総合 目録デ ー タ ベ ー ス と 全国漢籍デ ー タ

国立情報学研究所教授宮津

実習解説梶浦

・ 2005年度漢籍担当職員講習会(中級)

第 1日(1 1月 7日)

四部分類概説

中国目録学史(1)

諸子百家から子部書へ

叢書一漢籍分類の特色

第 2 日 ( 11 月 8 日 )

中国目録学史(2)

中国の写本について

滋賀医科大学医学部助教授

叢書と漢籍データベース

漢籍データ入力実習(1)

第 3日(11月 9日)

中国目録学史 ( 3 )

朝鮮の漢籍について

漢籍データ入力実習( 2)

第 4 日 (1 1 月 1 0 日 )

現代中国書について

横浜国立大学大学院国際社会科学研究科

助教授村上衛

漢籍データ入力実習( 3)

第 5日(1 1月 11日)

『東洋学文献類目』について

富山大学人文学部助教授

実習解説工具書について

漢籍目録カード作成実習

第 3 日 (1 0 月 5 日 )

文字コードとテキスト処理の歴史

ウィッテルン，クリスティアン

漢字情報研究センター講習会

・ 2005年度漢籍担当職員講習会(初級)

第 l日(10月 3日)

漢籍について

東京大学東洋文化研究所教授大木康

漢籍目録の構造一漢籍整理の基礎

文学研究科助教授宇佐美文理

カードの取り方一漢籍整理の実践山崎岳

第 2日(10月 4日)

古代シュメールの土地制度 l枚の

粘土板からなにが読みとれるか一

教授前川和也

夏期公開講座

2005年7 月 於 本館大会議室

古都イメージの近代と現実

8 日 京都の 「公的記憶」 と 「共同体 の記

憶J

京都市歴史資料館主任小林丈広

近代京都名勝考京都の森林風致

名城大学教授・人文科学研究所

客員教授丸山宏

9 日 近代京都と国風文化 ・ 安土桃山文化

高木博志

都市の計画と京都イメージの変遷一

明治・大正・昭和の 3断面

人間・環境学研究科教授伊従勉

開所 76周年記念公開講演会

2005年11月 於 本館大会議室

4 日 界面 と し ての キ ャ ラ ク タ ー

守岡知彦

ピアニストになりたい!

一棟習由の思想と 1 9 世紀 一一

岡田暁生

雲岡石窟寺の考古学研究岡村秀典

目録検索とデータベース検索 安岡孝一・王寺賢太氏を助教授(人文学研究部)に採用(1

-130-



最

月 1 日付) 。

-小南一郎教授(東方学研究部)は定年により退職

(3 月31 日付) 。

・前川和也教授(人文学研究部)は定年により退職

(3 月31 日付) 。

-真下裕之助手(東方学研究部)は辞任の上 ( 3 月

31 日付)，神戸大学文学部助教授に就任。

・村上衛助手(東方学研究部)は辞任の上 ( 3 月

31 日付) ， 横浜国立大学大学院国際社会科学研究

科助教授に就任。

・金文京教授(東方学研究部)を当研究所長 ( 4 月

1 日 ~ 2007 年3 月31 日 ) 及び附属漢字情報研究

センター長 ( 4 月 l日 ~ 9 月 30日)に併任。

・横山俊夫教授(人文学研究部・大学院地球環境学

堂両任)は副学長ならびに国際交流推進機構長

に併任 ( 4 月 l日付)。

・岩城卓二大阪教育大学助教授を助教授(人文学研

究部)に採用( 4 月l 日付) 。

-竹沢泰子助教授(人文学研究部)は当研究所教授

(人文学研究部)に昇任 ( 4 月 1日付)。

・岡村秀典助教授(東方学研究部)は当研究所教授

(東方学研究部)に昇任 ( 4 月 1日付)。

・永田知之氏を助手(附属漢字情報研究センター)

に採用 ( 5 月 1日付)。

-粛藤智寛東北大学大学院文学研究科助手を助手

(附属漢字情報研究センター)に採用 ( 8 月 1日

付)。

・森本淳生助手(人文学研究部)は辞任の上( 8 月

31 日付) ， 一橋大学大学院言語社会研究科助教授

に就任。

・森時彦教授(東方学研究部)を附属漢字情報研究

センタ一長に併任 00 月 l日~ 2007 年3 月31

日)。

・久保昭博氏を助手(人文学研究部)に採用 02

月 1 日付) 。

・池田巧助教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 2004 年12 月24 日 大阪

発，香港城市大学及び西南民族大学に於いて東チ

ベットの地名と民族語の分布に関する研究打合せ

及び資料収集を行い， 1 月3 日帰国0

・岩井茂樹教授(東方学研究部)は， 1 月6 日大阪

報

発，中国人民大学で開催の中日学者清史研究座談

会に於いて学術報告を行い， 1 月8 日帰国0

・池田巧助教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 1 月6 日大阪発， 中央民

族大学蔵学研究中心lこ於いてムニャ語及びカム方

言の記述調査を行い， 1 月12 日帰国0

・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により， 1 月17 日大阪発，

中央研究院歴史語言研究所に於いて唐代ナリッジ

ベースに関する打合せ及び若手研究者の実習打合

せを行い， 1 月19 日帰国。

・山室信一教授(人文学研究部)は， 1 月18 日大

阪発，成均館大学校に於いて国際シンポジウム

「東アジア近代知性の東アジア認識Jに出席・講

演を行い， 1 月 22 日帰国。

・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により， 1 月 20 日 大阪発，

中国国家図書館に於いて日中共同ワークショッフ。

「漢字文献資料庫的新技術」に出席及び研究打合

せを行い， 1 月 24 日帰国0

・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字

情報研究センター)は，文部科学省研究拠点形成

費補助金により， 1 月 20 日大阪発， 中国国家図

書館に於いて日中共同ワークショップ「漢字文献

資料庫的新技術」に出席及び報告を行い， 1 月

24 日帰国0

・安岡孝一助教授(附属漢字情報研究センター)は，

文部科学省研究拠点形成費補助金により， 1 月

20 日 大阪発， 中国国家図書館に於い て 日 中共同

ワークショップ「漢字文献資料庫的新技術」に出

席及び報告を行い， 1 月 24 日帰国0

・守岡知彦助手(附属漢字情報研究センター)は，

文部科学省研究拠点形成費補助金により， 1 月

20 日 大阪発， 中国国家図書館に於い て 日 中共同

ワークショップ「漢字文献資料庫的新技術」に出

席及び研究打合せを行い， 1 月 24 日帰国。

-山崎岳助手(附属漢字情報研究センター)は，文

部科学省研究拠点形成費補助金により， 1 月 20

日大阪発，中国国家図書館に於いて日中共同ワー

クショップ「漢字文献資料庫的新技術」に出席及

び研究打合せを行い， 1 月 24 日帰国。
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-竹沢泰子助教授(人文学研究部)は， 1 月19 日

成田発，ハーヴァード大学に於いて人種に関する

資料収集及び研究打合せを行い， 1 月26 日帰国0

・田中雅一教授(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 1 月15 日大阪発， 国立

シンガポール大学に於いてインド系質屋の研究及

び文献収集・調査を行い， 1 月30 日帰国0

・田中祐理子助手(人文学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金により， 1 月25 日大阪発， ロ

ンドン大学に於いて 19世紀微生物学研究に関す

る資料収集を行い， 1 月31 日帰国0

・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字

情報研究センター)は，文部科学省研究拠点形成

費補助金により， 1 月25 日大阪発， 中華{弗学研

究所及び中華電子併典協会に於いて唐代ナリッジ

ベースについての研究打合せを行い， 2 月1 日帰

国0

・水野直樹教授(人文学研究部)は， 1 月29 日大

阪発，ソウル大学に於いて韓国社会史学会特別シ

ンポジウムに出席及び資料調査，国家記録院に於

いて資料調査を行い， 2 月5 日帰国0

・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により， 2 月23 日大阪発， ソ ウ ル

大学図書館に於いて中国学関係資料調査，韓国精

神文化研究院に於いて韓国寓言文学会 2005年度

東亜国際学術大会に出席及び論文発表を行い， 2

月 26日帰国。

-山室信一教授(人文学研究部)は， 2 月21 日大

阪発，ミャンマーに於いて「アジアにおける記憶

遺跡と調査活動」についての調査を行い， 2 月

27 日帰国0

・竹沢泰子助教授(人文学研究部)は， 2 月21 日

成田発，ブ、ルックリンズ研究所，ニューヨーク州

立大学及びハーヴァード大学に於いてアジア系ア

メリカ人研究者の対アジア意識に関するインタ

ビュー調査を行い， 3 月1 日帰国0

・守岡知彦助手(附属漢字情報研究センター)は，

文部科学省研究拠点形成費補助金により， 2 月

27 日 大阪発， 中国国家図書館及び北京新世紀 日

航飯店に於いて日中共同ワークショップ「漢字文

献資料庫的新技術Jに出席及び研究打合せを行い，

3 月4 日帰国0

・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 2 月26 日大阪発， プ ロ

イセン財団国立図書館及びオーストリア国立図書

館に於いてヨーロッパ現存中国学資料収集及び調

査を行い， 3 月5 日帰国。

・菱谷邦夫教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 3 月1 日大阪発， 中山大

学に於いて江南道教に関する研究打合せ，雲南省

社会科学院等に於いて道教遺跡の調査及び資料蒐

集を行い， 3 月6 日帰国0

・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により， 3 月3 日大阪発， 中国国家

図書館に於いて中国近世出版資料調査を行い， 3

月 6日帰国。

・森本淳生助手(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により 3月 1日大阪発，フラン

ス国立図書館及びクレルモン・フェラン大学に於

いてヴァレリー「若きパルク」に関する資料調査

を行い， 3 月13 日帰国0

・田辺明生助教授(人文学研究部)は，文部科学省

研究拠点形成費補助金により， 3 月11 日大阪発，

ヤンゴン大学に於いて国際会議「イワラジデルタ

における村民の暮らしと農業環境の変容」に出席

及びパガン仏教遺跡視察を行い， 3 月16 日帰国0

・真下裕之助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 3 月13 日大阪発， パ ン

ジャブ大学図書館に於いて前近代インドにおける

イスラーム諸国家制度の動態的研究に関する文献

調査及び資料収集を行い， 3 月19 日帰国0

・小牧幸代助手(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により 3月 5日大阪発，イス

ラーミーヤ大学，パンジャーブ大学及び政策学研

究所等に於いて「インド北・西部における都市型

祭礼の変容に関する文化人類学的研究」に関わる

現地調査・文献調査を行い， 3 月 20 日帰国0

・高井たかね助手(附属漢字情報研究センター)は，

文部科学省研究拠点形成費補助金により， 3 月

10 日大阪発， 蘭仲|市， 西寧市， 張披市， i酉泉市

及び敦t皇市等に於いて壁画，唐代仏教美術及び唐

代城祉に関する調査を行い， 3 月21 日帰国。
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-龍谷直人助教授(人文学研究部)は，日本学術振

興会受託研究費により 3 月 18日大阪発，香港

大学に於いて第 16回人類学研究会に出席し， 3

月 22 日帰国。

・船山徹助教授(東方学研究部)は， 3 月14 日大

阪発，中華仏学研究所に於いてインド仏教史に関

する研究打合せを行い， 3 月23 日帰国0

・金文京教授(東方学研究部)は， 3 月24 日大阪

発，漢陽大学に於いて韓国中国語学国際会議に出

席及び論文発表を行い， 3 月25 日帰国0

・中西裕樹助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 3 月12 日大阪発， 広東

省海豊県に於いてショオ語の記述調査及び資料収

集を行い， 3 月27 日帰国0

・横山俊夫教授(人文学研究部)は， 3 月21 日大

阪発，平成 16年度文部科学省「科学技術国際協

力の総合的推進<派遣>事業」により，ケンブ

リッジ大学・環境研究イニシアティヴ (CEl) 主

催， I気候変動特別セ ミ ナ ー」 に参加， 意見交換

を行い， 3 月30 日帰国。

・岡村秀典助教授(東方学研究部)は， 3 月 27 日

福岡発，旅順博物館に於いて遼東の遺跡調査を行

い， 3 月31 日帰国。

-金文京教授(東方学研究部)は， 4 月5 日大阪発，

香港城市大学に於いて講演を行い， 4 月10 日帰

国0

・陳慶浩客員教授は， 4 月8 日大阪発， 台湾国立嘉

義大学に於いて第 2届中国小説戯曲国際学術研討

会に出席し， 4 月11 日帰国0

・武田時昌教授(附属漢字情報研究センター)は，

4 月24 日 大阪発， ラ デ ィ ソ ン ・ ソ ウ ルプ ラ ザ ホ

テルに於いて「日韓科学史・儒学史比較研究」研

究会議に出席し， 4 月28 日帰国0

・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字

情報研究センター)は 4 月 15日大阪発，ハイ

デルベルグ科学院に於いてワークショップ「中国

石刻仏典Jに出席，フランス規格協会に於いて

TEl 評議委員会に出席 し ， 5 月2 日帰国。

-古松崇志助手(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により 5 月 1日大阪発，巴

林右旗博物館，内蒙古文物考古研究所及び中国国
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家図書館等に於いて遺跡・文物調査，研究打合せ

を行い， 5 月 11 日帰国。

・曽布川寛教授(東方学研究部)は， 5 月10 日大

阪発，台湾大学芸術史研究所に於いて外部評価，

中央研究院歴史語言研究所及び故宮博物院に於い

て美術資料蒐集を行い， 5 月14 日帰国0

・矢木毅助教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 5 月 11 日 大阪発， ス

ウェーデン王立アカデミーに於いてワークショッ

プ「東アジアにおける死刑」に出席し研究発表を

行い， 5 月17 日帰国0

・冨谷至教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により 5 月 10日大阪発，ス

ウェーデン王立アカデミーに於いてワークショッ

プ「東アジアにおける死刑」に出席し研究発表を

行い，ストックホルム大学に於いて研究打合せを

行い， 5 月19 日帰国0

・竹沢泰子教授(人文学研究部)は，文部科学省海

外先進教育研究実践支援プログラム補助金により，

3 月30 日成田発， ハ ー ヴ ァ ー ド大学に於い て人

種に関する資料収集及び研究打合せを行い， 5 月

20 日帰国0

・田中祐理子助手(人文学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金により， 5 月25 日大阪発， パ

リ・パスツール研究所に於いて微生物学研究に関

する資料調査を行い， 6 月4 日帰国0

・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字

情報研究センター)は，文部科学省研究拠点形成

費補助金により 6 月 13日大阪発，ヴィクトリ

ア大学に於いて ACH/ALLC2005 年度共同年会

に出席及び研究発表を行い， 6 月 20 日帰国。

-高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により， 6 月23 日 大阪発，

上海社会科学院に於いて「古代内陸アジアと中国

文化国際学術研討会」に出席及び漢字文献の調査

を行い， 6 月 27 日帰国0

・佐野誠子助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 6 月26 日大阪発， 南京

博物院，復旦大学及び上海博物館に於いて中国南

朝宗教資料の調査を行い， 6 月30 日帰国0

・宮紀子助手(東方学研究部)は，文部科学省科学
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研究費補助金により， 7 月1 日大阪発， 台湾国家

図書館及び故宮博物院に於いて『元史』の志と表

の再編纂の研究に関する調査及び資料収集を行い，

7 月8 日帰国。

-田辺明生助教授(人文学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金及び京都大学教育研究振興財団

助成金により， 3 月22 日大阪発， イ ン ド ， ジ ャ

ワハルラル・ネル一大学に於いて国際会議に出席，

国立文書館に於いて「南アジア近代における『民

主主義と開発JJの歴史的研究，ウ卜カル大学等

に於いて「自由とダルマの人類学:現代インドに

おける地域倫理の模索J研究を行い， 7 月10 日

帰国0

・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により， 7 月3 日大阪発， ロ

シア国立アカデミー東方学研究所ペテルフ心ルグ支

所に於いて、漢字文献の調査及び敦埋学国際連絡委

員会幹事会に出席し， 7 月10 日帰国。

-森本淳生助手(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 6 月 24 日大阪発， フ ラ

ンス国立図書館，国際文化センター及びクレルモ

ン・フェラン大学に於いてポール・ヴァレリーに

関する資料調査及び研究発表等を行い， 7 月11

日帰国0

・ェスポジ卜，モニカ助教授(東方学研究部)は，

7 月23 日大阪発， 台湾中央研究院に於いて道教

プロジェクトに関する研究打合せを行い， 7 月

25 日帰国0

・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字

情報研究センター)は， 7 月18 日大阪発， 中華

仏学研究所及び中華電子仏典協会に於いてワーク

ショップ，デジタル・テキストのためのプログラ

ミングに出席及び研究打合せを行い， 7 月27 日

帰国0

・藤原辰史助手(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 7 月18 日大阪発， ベル

リン，リヒターフェルデ連邦文書館に於いてナチ

ス期農業政策に関する資料収集を行い， 8 月7 日

帰国0

・岡村秀典教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 8 月5 日大阪発， 陳西省

考古研究所に於いて遺跡の考古学的調査を行い，

8 月12 日帰国。

・高田時雄教授(東方学研究部)は， 8 月9 日成田

発，大英図書館及びプロイセン国立図書館に於い

て奈良平安古写経及び関連文献調査を行い 8 月

18 日帰国0

・池田巧助教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 7 月23 日大阪発， 中央

民族大学，西南民族大学，寧夏大学及び康定近郊

に於いて木雅語及びカム方言の記述調査を行い，

8 月 24 日帰国。

・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により， 8 月17 日大阪発， 首都師

範大学に於いて中国古代小説文献与数字化国際研

討会及び明代文学与文化国際学術研討会に参加・

論文発表を行い， 8 月 24 日帰国0

・水野直樹教授(人文学研究部)は， 8 月21 日大

阪発，上海に於いて第 4回アジア研究者世界大会

に参加・発表及び資料調査を行い， 8 月26 日 帰

国。

・中西裕樹助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 8 月7 日大阪発， 香港中

文大学及び海豊県県誌弁公室に於いてショオ語の

現地調査及び資料収集を行い， 8 月27 日帰国0

・李昇樺助手(人文学研究部)は， 8 月14 日大阪

発，ソウル国立中央図書館，国史編纂委員会及び

韓国学中央研究院に於いて日本外務省の朝鮮人官

僚研究及び植民地居住者の帝国議会請願事項に関

する研究のための資料調査を行い， 8 月 27 日帰

国。

-船山徹助教授(東方学研究部)は，京都大学教育

研究振興財団助成金等により， 8 月20 日大阪発，

ウィーン大学に於いて 8世紀のインドの仏教認識

論における宗教的側面に関する研究発表及び資料

収集を行い， 8 月30 日帰国0

・山室信一教授(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 8 月 23 日大阪発， ゴ ビ

自然博物館，モルツォク砂丘に於いてゴビ砂漠地

域における空間構成・生業の態様とその展示方法

の調査，ウランパートルに於いて都市部・草原地

域における空間認識及びモンゴル・東アジアの政
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治思想史に関する史跡調査を行い， 8 月30 日帰

国0

・菊地暁助手(人文学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により， 8 月23 日大阪発， ゴ ビ 自

然博物館，モルツォク砂丘に於いてゴビ砂漠地域

における空間構成・生業の態様とその展示方法の

調査，ウランパートルに於いて都市部・草原地域

における空間認識及びモンゴ、ル・東アジアの政治

思想史に関する史跡調査を行い， 8 月 30 日帰国0

・谷川穣助手(人文学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により 8 月 23日大阪発，ゴビ自

然博物館，モルツォク砂丘に於いてゴビ砂漠地域

における空間構成・生業の態様とその展示方法の

調査，ウランパートルに於いて都市部・草原地域

における空間認識及びモンコール・東アジアの政治

思想史に関する史跡調査を行い， 8 月 30 日帰国0

・坂本優一郎助手(人文学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金により， 8 月16 日大阪発， 大

英図書館及びギルドホール図書館に於いてイギリ

ス財政革命の社会的影響に関する史料調査を行い，

8 月31 日帰国。

・古松崇志助手(東方学研究部)は， 8 月19 日大

阪発，新彊ウイク、、ル自治区イリ川流域等に於いて

歴史・考古・自然環境のフィールド調査を行い，

9 月3 日帰国。

・横山俊夫教授(人文学研究部)は 8 月 26日大

阪発，ウィーン大学に於いて第 11回ヨーロッパ

日本研究者協会総会にて基調講演を行い， 9 月5

日帰国0

・石川禎浩助教授(東方学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金により， 8 月 23 日大阪発， 刑

州(湖北省)に於いて中国近現代史関係の実地調

査及び資料調査を行い，北京市柏案館等に於いて

中国社会主義文化についての資料調査を行い 9

月 6 日帰国0

・森時彦教授(東方学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により， 8 月 23 日大阪発， 武漢，

斉Ij州，常州，上海等に於いて中国県制に関する現

地調査及び資料調査を行い， 9 月6 日帰国0

・小関隆助教授(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 8 月29 日大阪発， ア イ

報

ルランド国立図書館に於いて 1 19世紀末イギリ

スのポピュラ一・コンサヴァテイズム」に関わる

史料調査を行い， 9 月8 日帰国。

・稲葉穣助教授(東方学研究部)は， 8 月16 日大

阪発，イランにおける前イスラーム期遺跡群共同

学術調査を行い， 9 月9 日帰国0

・大原嘉豊助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 9 月1 日大阪発， 杭州，

湖ナトI，蘇州及び上海に於いて中国仏教美術資料調

査を行い， 9 月12 日帰国。

・岩井茂樹教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 9 月 1 3 日 大阪発， 無錫

市及び上海市内に於いて中国県制の研究にかかわ

る実地調査及び資料収集を行い， 9 月18 日帰国0

・森時彦教授(東方学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により， 9 月 13 日大阪発， 無錫市

及び上海市内に於いて中国県制の研究にかかわる

実地調査及び資料収集を行い， 9 月18 日帰国0

・ェスポジ卜，モニカ助教授(東方学研究部)は，

8 月20 日大阪発， コ レ ー ジ ュ ・ ド ・ フ ラ ン ス 図

書館に於いて道職輯要計画調査を行い， 9 月 26

日帰国0

・宮紀子助手(東方学研究部)は，文部科学省研究

拠点形成費補助金により， 9 月19 日大阪発， 遼

寧省文物考古研究所，遼寧省博物館等に於いて遼

寧省における遼文化の歴史・現状・環境に関する

学術調査を行い， 9 月 26 日帰国0

・古松崇志助手(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により， 9 月19 日大阪発，

遼寧省文物考古研究所，遼寧省博物館等に於いて

遼寧省における遼文化の歴史・現状・環境に関す

る学術調査を行い， 9 月 26 日帰国0

・大原嘉豊助手(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により， 9 月19 日 大阪発，

遼寧省文物考古研究所，遼寧省博物館等に於いて

遼寧省における遼文化の歴史・現状・環境に関す

る学術調査を行い， 9 月 26 日帰国0

・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字

情報研究センター)は， 9 月25 日大阪発， オ ッ

クスフォード大学に於いて TElワーキング・グ

ループ会議に出席及び研究打合せを行い， 9 月
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30 日帰国0

・大浦康介教授(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 9 月23 日大阪発， フ ラ

ンス社会科学高等研究院及びフランス国立図書館

に於いてフィクション研究のための資料調査及び

研究打合せを行い， 10 月 3日帰国0

・倉島哲助手(人文学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により 9 月 28日成田発，フラン

ス外務省国際会議センターに於いてアジア・ネッ

トワーク第 2会議に出席・研究報告を行い， 10

月 3 日帰国。

・池田巧助教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 10 月1 日大阪発， 大英

図書館及びフランス国立図書館に於いてナム語文

献調査を行い， 10 月14 日帰国。

-岡村秀典教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 10 月17 日大阪発， 西安，

洛陽，郎車~等に於いて北貌時代の遺跡と出土遺物

の調査を行い， 10 月30 日帰国。

-藤井律之助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 10 月20 日大阪発， 西安，

洛陽，甘日韓等に於いて北貌時代の遺跡と出土遺物

の調査を行い， 10 月30 日帰国。

-加藤和人助教授(人文学研究部)は， 10 月23 日

大阪発，ソルトレイクシティに於いて第 8回国際

HapMap 会議及び米国人類遺伝学会に出席 し ，

10 月31 日帰国。

・中西裕樹助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 10 月 26 日大阪発， 直門

大学に於いて第 38回国際漢蔵語学術研討会に出

席し， 11 月 2日帰国。

• BEN-ARl, Eyal 外国人研究員 は， 11 月1 日 大

阪発，香港大学日本研究所に於いて口述試験等を

行い， 11 月 3日帰国0

・ゥィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字

情報研究センター)は， 10 月 26 日大阪発， ブ ル

ガリア科学院に於いて TElメンパースミーテイ

ングに出席，ハイデルベルグ科学院に於いて石刻

仏典のデジタル化についての研究打合せを行い，

11 月6 日帰国。

-山室信一教授(人文学研究部)は， 11 月2 日大
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阪発，ソウル大学に於いて講演及び国際シンポジ

ウム「国際政治と東アジア」参加を行い， 11 月

6 日帰国0

・岡田暁生助教授(人文学研究部)は，文部科学

省科学研究費補助金により， 11 月 9日大阪発，

フィレンチェ音楽院図書館及びヴェネチア音楽院

図書館に於いて 19世紀オペラに関する資料調査

を行い， 11 月 15日帰国。

-安岡孝一助教授(附属漢字情報研究センター)は，

文部科学省研究拠点形成費補助金(一部先方負

担)により， 11 月 12日大阪発，上海師範大学に

於いて敦煙学知識庫国際学術研討会に出席し， 11

月 1 5 日帰国。

・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金(一部先方負担)により， 11

月 9 日大阪発， 香港大学に於いて第 5 次中文文献

資源共建共享会議に出席，上海師範大学に於いて

敦煙学知識庫国際学術研討会に出席し， 11 月 1 6

日帰国。

-田中雅一教授(人文学研究部)は， 11 月 19日大

阪発，シンガポール・アジア文明博物館に於いて

身体資源及び性の表象についての調査を行い， 11

月 2 1 日帰国。

-小牧幸代助手(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 11 月 6日大阪発，デ

リーに於いてムスリム聖者ニザームッディーンの

墓廟における聖者祭の調査を行い， 11 月 27 日帰

国。

• BEN-ARI, Eyal 外国人研究員は， 11 月 2 1 日大

阪発，ルンド大学に於いて文化人類学に関する会

議に出席，マルモ大学に於いて講演を行い， 11

月 28 日帰国。

・田中雅一教授(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 12 月2 日 大阪発， ゴ ア

において薬用植物の生産，流通，消費についての

調査，国際会議「贈与交換経済における貨幣資源

の浸透」に出席及び発表を行い， 12 月21 日帰国0

・中西裕樹助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 12 月22 日大阪発， 広西

民族学院に於いて瀕危語言国際学術研討会に出席

し， 12 月25 日帰国。



最

-高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により， 12 月24 日大阪発，

台湾国家図書館に於いて漢籍データベースの相互

乗り入れに関する研究打合せを行い， 12 月27 日

帰国。

-山崎岳助手(附属漢字情報研究センター)は，文

部科学省科学研究費補助金により， 12 月19 日大

阪発，温州・福建沿海地域に於いて東アジア海域

交流史関連史跡の現地調査を行い， 12 月28 日帰

国。

外国人研究員

• DOUMET , Christian パ リ 第8 大学教授

ヴィク卜ル・セガレンの「エグゾティスム」と文

化交渉

(文化生成研究客員部門)

受入教員大浦教授

期間 3 月 1 日 ---- 6 月 30 日

• CHAN ,HingHo

フランス国立科学センター研究員

20 世紀以前東ア ジ ア 国際往来者漢文資料の整理

と研究

(文化連関研究客員部門)

受入教員高田教授

期間 3 月 1 日 ---- 8 月 3 1 日

-安承俊韓国学中央研究院専門委員

東アジア古文書学の比較研究

(文化生成研究客員部門)

受入教員金教授

期間 7 月 7 日 ---- 2006 年1 月6 日

• BEN-ARI ,Eyal

エルサレム・へブライ大学教授

自衛隊の文化人類学的研究

(文化連関研究客員部門)

受入教員田中雅一教授

期間 9 月 7 日 ---- 2006 年 3 月 1 日
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招へい外国人学者

-王建軍西北大学応用社会学部教授

清末中国留日学生と近代中国政治

受入教員森教授

期間 2 月 2 日 ~ 8 月 l 日

• KLI孔rIBURG-SALTER.Deborah

ウィーン大学芸術史研究所教授

5-9 世紀ア フ ガニ ス タ ン の考古美術的研究

受入教員稲葉助教授

期間 3 月 1 5 日 ~ 3 月 28 日

-薬哲茂中央研究院歴史語言研究所副研究員

京都大学人文科学研究所所蔵甲骨文研究

受入教員高田教授

期間 4 月 1 0 日 ~ 5 月 9 日

・安承俊韓国学中央研究院専門委員

東アジア古文書学の比較研究

受入教員金教授

期間 4 月 1 5 日 ~ 7 月 6 日

・陳金華

カナダ・ブリティッシュコロンビア大学助教授

唐代仏教における法蔵の歴史的位置づけ

受人教員船山助教授

期間 4 月 20 日 ~ 6 月 8 日

・池上英子ニュー・スクール大学大学院教授

祇園祭の歴史社会学的研究

受入教員高木助教授

期間 5 月 27 日 ~ 7 月 27 日

・案策時国立中正大学中国文学系教授

唐宋時期蝿宋詩偶の研究

受入教員高田教授

期間 7 月 20 日 ~ 8 月 5 日

・黄蘭河中央研究院台湾史研究所副研究員

六朝時代における仏教伽藍に示された中国的空間

秩序

受入教員田中淡教授

期間 8 月 1 日 ~ 9 月 30 日

-頼恵敏中央研究院近代史研究所研究員

中国清代の地方財政の研究
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受入教員岩井教授

期間 8 月 2 日 '""' 9 月 1 日

・外村中

ヴュルツブルク大学東方文化研究所講師

中国を中心とする東アジア造園史の研究

受入教員田中淡教授

期間 8 月 1 2 日 "'-' 9 月 1 0 日

・金海明延世大学校文化大学教授

平安時代雅楽と唐詩の関係

受入教員高田教授

期間 9 月 1 日 '"'" 2006 年8 月31 日

・阿風中国社会科学院歴史研究所副研究員

中国明清時代における法律・裁判文書の研究

受入教員岩井教授

期間 9 月 1 2 日 "'-' 12 月10 日

• PREGADIO ,Fabrizio

スタンフォード大学宗教学部・代行助教授

道蔵輯要および内丹理論に関する研究

受入教員菱谷教授

期間 10 月 1 5 日 "'-' 2006 年2 月12 日

-李匡悌中央研究院歴史語言研究所副研究員

東アジアの環境と生業をめぐる人文情報学的研究

受入教員岡村教授

期間 1 0 月 1 9 日 --- 11 月 1 8 日

・陳金華

カナダ・ブリティッシュコロンビア大学助教授

唐代舎利信仰の研究

受入教員船山助教授

期間 1 0 月 20 日 "'-' 12 月5 日

• WANG ,Ding

ベルリン・プランデンフ。ルク科学院非常勤研究員

中央アジア版亥 IJ史の研究

受入教員高田教授

期間 11 月 3 日 '"'" 2006 年 11 月2 日

'GU 孔1BRECHT ， Cordula

ドイツ国立図書館東アジア部主任

吐魯番探検隊の研究ドイツ隊と大谷隊

受人教員高田教授

期間 11 月 3 日 '"'" 2006 年 11 月2 日

・桑兵中山大学歴史系教授

20 世紀初の東ア ジ ア にお け る人文情報

受入教員石川助教授

期間 11 月 1 0 日 "'-' 11 月 1 9 日

•LEEPuiTak

香港大学アジア研究センタ一助教授

アジア・ネットワークのなかの近代日本・香港・

上海の金融と関係して

受入教員寵谷助教授

期間 1 2 月 23 日 '"'" 2006 年3 月22 日

外国人共同研究者

-梁仁賓

日本の視覚メディアにおける「朝鮮 J 表象

受入教員水野教授

期間 4 月 1 日 '"'" 2006 年3 月31 日

-室 IJ 思妙 中華仏学研究所助理研究員

インド中観派のチャンドラキールティによる縁起

回想

受入教員船山助教授

期間 7 月 1 2 日 "'-' 8 月 1 5 日

• VOLKINSFELD , Sven

ミュンスター大学中国学研究所非常勤講師

Methodologiesforcomputerizedprocessing

ofclassicalChinesetexts

受入教員ウィッテルン助教授

期間 9 月 15 日 "'-' 11 月 1 5 日

-輩文中国社会科学院考古研究所助理研究員

3'""'6 世紀の装身具か ら みた東ア ジ ア の文化交流

受入教員岡村教授

期間 12 月 1 8 日 '"'" 2006 年3 月1 日

外国人研究生

• NAM ,PaulSangwoon

植民地期朝鮮における資本主義の展開

受入教員水野教授

期間 4 月 1 日 '"'" 2006 年3 月31 日

• SOLOMON ,Deborah

1929 年光州学生運動の研究
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受入教員水野教授東方学報第 77冊(紀要第 149冊)

期間 7月 1日~ 2006 年6 月30 日2005年3 月10 日刊

• KEET, Philomena 東洋学文献類目 2002 年度

衣服と遊ぶ日本の若者ファッション現象である 2005年 3月 25日刊

コスプレに見る周縁性，創造力，アイデンティ ZINBVN Number37

ティ 2005年 3月刊

受入教員田中雅一教授

期間 10 月 1 日 ~ 2006 年9 月30 日

• ODA, ErnaniShoiti

在日ブラジル人と他の移民・マイノリティとの関

係に関する実証的研究

受入教員竹沢教授

期間 10 月 1日~ 2006 年3 月31 日

・束洪芽

中国北京にある家庭内暴力におけるジェンダー構

、地 1

1旦

受入教員田中雅一教授

期間 11 月 1 日 ~ 2006 年3 月31 日

.~荊荊

儒学と現代人の行為の関連

受入教員岩井教授

期間 11 月 1 日 ~ 2006 年3 月31 日

出版物

紀要

人文学報第 90号(紀要第 147冊)

2004 年4 月30 日刊

人文学報第 91号(紀要第 148冊)

2004 年12 月25 日刊

人文学報第 92号(紀要第 1 50冊)

2005 年3 月31 日刊

研究報告その他

「三教交渉論叢 J

菱谷邦夫編

2005 年3 月23 日刊

『貌菅石刻資料選注 j (三園時代の出土文字資料

班)

井波陵ー著

2005 年3 月30 日発行

所報

「人文」第 52号

2005 年6 月30 日刊

京都大学 21世紀 COEプログラム

東アジア世界の人文情報学研究拠点

漢字文化の全き継承と発展のために

・日中共同シンポジウム「漢字文献資料庫的新技

術J 2005 年1 月22 日 (土)

中園・北京湖北第慶

拠点、リーダ一高田時雄 2005年 7月発行

・オープン・フォーラム「漢字文化の今 2 J報告

書 2005 年 2 月 13日(日)

一東アジアの人名・地名と漢字一

京都新聞文化ホール

拠点リーダー高田時雄 2005年 8月発行
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